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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者管理システムへのネットワークを通じた患者装置のデータの安全な送信のための方
法であって、前記患者管理システムは、ウェブサーバ及びデータベースに接続された患者
管理システムサーバを有し、前記ウェブサーバは、前記ネットワークを通じた前記患者装
置と前記データベースとの間の情報の通信を促進するように構成され、当該方法は、前記
患者装置と通信装置との間の通信を可能にするステップ、前記ネットワークと通じて前記
患者管理システムサーバと通信する遠隔データ取得サーバを通して前記通信装置から前記
患者管理システムサーバへの通信を認証し提供するステップであって、前記遠隔データ取
得サーバは前記ウェブサーバ及び前記患者管理システムサーバと分離しており、前記遠隔
データ取得サーバはファイアウォールを通して前記患者管理システムサーバと通信し、前
記遠隔データ取得サーバが、（ｉ）当該遠隔データ取得サーバを通した前記通信装置と前
記患者管理システムサーバとの間の接続が継続されるべきか終了されるべきかを決定し、
（ｉｉ）前記患者装置を用いる患者の患者識別データを読み込み、（ｉｉｉ）前記患者装
置を識別し、（ｉｖ）前記患者管理システムサーバとの通信を通して、読み込まれた前記
患者識別データを用いて、前記患者装置を用いる前記患者が識別された前記患者装置と適
切に対応しているかを決定し、前記遠隔データ取得サーバは複数の他の通信装置と通信し
、各々の他の通信装置は複数の他の患者装置のうちの１つと通信する、ステップ、並びに
前記通信装置により、前記患者管理システムサーバへデータを送信するステップを有し、
当該送信がネットワークを通じて行われ、前記データが患者データ、装置データ、医療デ
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ータ、健康データ、症状データ、識別データ、又はそれらの任意の組み合わせである方法
。
【請求項２】
　前記ネットワークが、バーチャルプライベートネットワーク、インターネット、無線ロ
ーカルエリアネットワーク、無線広域ネットワーク、Wi-Fiネットワーク又はそれらの任
意の組み合わせである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記通信装置によって、患者データをインターネットサービスプロバイダサーバに送信
し、前記インターネットサービスプロバイダサーバによって、患者データを前記患者管理
システムサーバに送信する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　記憶装置によって、前記通信装置と通信する中間サーバに患者データを転送する、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記通信装置と前記患者管理システムサーバとの間の通信が、暗号プロトコル、Secure
 Sockets Layerプロトコル、Transport Socket Securityプロトコル又はそれらの任意の
組み合わせに従って行われる安全な通信である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記通信装置が、前記患者管理システムサーバとのコンタクトを開始する、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記遠隔データ取得サーバと通した前記通信装置と前記患者管理システムサーバとの間
の通信がチャレンジプロトコルに従って行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記チャレンジプロトコルが、
前記患者装置、前記通信装置又は任意のそれらの組み合わせにチャレンジアルゴリズムを
予め提供し、
前記患者管理システムサーバから前記通信装置にキーを送信し、
前記チャレンジアルゴリズムに従って前記患者装置及び/又は前記通信装置によって前記
キーを処理して、それにより応答キーを取得し、
前記通信装置から前記患者管理システムサーバに前記応答キーを送信し、
前記応答キーと期待された応答キーとを比較することによって、前記応答キーが有効であ
るかを決定する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記応答キーが有効な場合には、前記患者管理システムサーバと前記通信装置との間に
更なる安全な通信を確立するステップを有し、
前記応答キーが無効な場合には、
前記患者管理システムサーバと前記通信装置との間の通信リンクを閉じるステップ、
前記通信装置による再試行を要求するステップ、
前記患者管理システムサーバから前記通信装置に次のキーを送信するステップ、
ユーザのために前記患者管理システムサーバによって通知を生成するステップ、又は
それらのステップの任意の組み合わせ、
をさらに有する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記患者装置、前記通信装置又はそれらの任意の組み合わせに応答キーフォーマットを
予め提供し、
前記通信装置から前記患者管理システムサーバに前記応答キーフォーマットで応答キーを
送信し、
前記応答キーフォーマットと期待される応答キーフォーマットとを比較することによって
、前記応答キーフォーマットが有効であるかを決定する、
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請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記応答キーフォーマットが有効な場合には、前記患者管理システムサーバと前記通信
装置との間に更なる安全な通信を確立するステップを有し、
前記応答キーフォーマットが無効な場合には、
前記患者管理システムサーバと前記通信装置との間の通信リンクを閉じるステップ、
前記通信装置による再試行を要求するステップ、
前記患者管理システムサーバから前記通信装置に次のキーを送信するステップ、
ユーザのために前記患者管理システムサーバによって通知を生成するステップ、又は
それらのステップの任意の組み合わせ、
をさらに有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記患者管理システムサーバによって、患者データ、装置データ、医療データ、健康デ
ータ、症状データ、識別データ又はそれらの任意の組み合わせを、前記通信装置に送信し
、
送信されたデータを前記通信装置から前記患者装置に伝える、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　前記送信されたデータが処方データである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記送信されたデータが装置データであり、当該送信されたデータに基づいて、少なく
とも一つの患者装置設定、少なくとも一つの患者装置構成、又はそれらの任意の組み合わ
せを変更する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記通信装置によって、呼び出しステータスデータを視覚的に示す、請求項１に記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、(1)患者及びこれらの患者に関連した様々な装置（例えば治療上
の装置など）をモニタリングするため、(2)データの収集、分配及びネットワーク上での
通信を管理するため、並びに(3)患者情報管理の領域において、臨床医、医師、ホームケ
ア提供者、医用装置製品、管理人などのためのインタフェースを提供するための方法、装
置及びシステムに関する。加えて、本発明は、一般に、患者情報管理の領域でのネットワ
ーク化された環境における通信及びデータ伝送を促進するためのネットワーク化されたシ
ステム、通信プラットフォーム及びアーキテクチャに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医学的な障害を治療することや、医療設備を用いて患者の体調を診断、治療又はモニタ
リングすることが知られている。例えば患者は、検査室において又はいくつかの他の環境
において、様々な睡眠障害に対してモニタリングされ、治療されることができる。睡眠障
害の種類の例は、閉塞性睡眠時無呼吸及び中枢性睡眠時無呼吸を含む睡眠時無呼吸である
。中枢性睡眠時無呼吸が全ての呼吸運動の一時的停止を特徴とする一方、閉塞性睡眠時無
呼吸は睡眠の間の上部気道のつぶれを特徴とする。閉塞性睡眠時無呼吸及び中枢性睡眠時
無呼吸は、混合無呼吸と呼ばれる状態において結合される場合がある。
【０００３】
　そのような医学的異常を診断及び/又は治療するために、様々な設備及び装置が、良好
な診断及びその結果として処方される治療のために必要とされる。例えば、肺又は呼吸障
害（例えば閉塞性睡眠時無呼吸）を患っている患者は、圧力サポート装置（例えば持続性
気道陽圧（CPAP）装置）によって、しばしば治療される。CPAP装置は、気道を「支える」
ために患者の呼吸サイクルの全体にわたって流体の流動を患者の気道に供給し、それによ
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って睡眠の間、そのつぶれを防止する。そのようなCPAP装置の例は、Respironics社(Pitt
sburgh, Pennsylvania)によって製造されるCPAP装置であるREMstar(R)及びSolo(R)ファミ
リである。
【０００４】
　他の種類の治療では、患者の気道に供給される空気の圧力が変化する又は患者に対する
治療効果及び快適さを最大化するために患者の呼吸サイクルと同期する、二相性陽圧治療
が患者に提供される。患者の呼気フェーズの間に吸気フェーズの間よりも低い圧力が患者
に供給される「二相性」圧力サポートを提供する圧力サポート装置の例は、Respironics
社（Pittsburgh, Pennsylvania）により製造及び販売されている装置のBiPAP(R)ファミリ
である。圧力サポートのそのような二相性モードは、例えば、米国特許番号5,148,802; 5
,313,937; 5,433,193; 5,632,269; 5,803,065; 6,029,664; 6,305,374; 6,539,940; 6,94
8,497及び7,100,607において教示される（これらの文献の各々の内容は本発明に参照とし
て組み込まれる）。圧力が患者の呼気フェーズの間は低くされる圧力サポートの可変レベ
ルを提供する圧力サポート装置の他の例は、Respironics社（Pittsburgh, Pennsylvania
）により製造及び販売されている装置のBi-Flex(R)及びC-FlexTMファミリである。これら
の種類の圧力サポートは、例えば、米国特許番号5,535,738; 5,794,615, 6,105,575; 6,6
09,517及び6,932,084 において教示される（これらの文献の各々の内容は本発明に参照と
して組み込まれる）。
【０００５】
　患者に提供される圧力が、検出された患者の状態（例えば、患者がいびきをかいている
か又は無呼吸、呼吸低下若しくは上部気道抵抗を感じているかどうか）に基づいて変化す
る自動滴定陽圧治療を提供することも知られている。患者がいびきをかいているか否かに
基づいて患者に供給される圧力を調整する装置の例は、Respironics社によって製造販売
されている装置のVirtuoso(R) CPAPファミリである。いびきに基づいて圧力を制御する自
動滴定圧力サポートモードの例は、例えば、米国特許番号5,203,343; 5,458,137及び6,08
5,747において教示される（これらの文献の内容は本明細書に参照として組み込まれる）
。
【０００６】
　（完全な又は部分的な）閉塞が発生する可能性があるかどうかを決定するために患者の
気道を能動的に検査し、この結果を回避するために圧力出力を調整する自動滴定圧力サポ
ート装置の他の例は、同様にRespironics社によって製造されるTranquility(R) AutoCPAP
装置である。この自動滴定圧力サポート装置は、米国特許第5,645,053; 6,286,508; 6,55
0,478及び6,920,877号において教示される（これらの文献の内容も本明細書に参照として
組み込まれる）。
【０００７】
　各々が圧力サポートを提供するモードを表す上記の圧力サポートシステムのいずれかを
用いて患者を治療する際に、多くの場合そのようなシステムの使用に関連する様々なパラ
メータをモニタリングすることが望ましい。加えて、装置又は他のローカルに利用可能な
記憶媒体において局所的にデータを収集することが必要であり、処方と治療との対応を保
証し、装置が適切に作動していることを保証し、装置レベルでデータを収集及び分析する
ことによって患者の進捗をモニタリングするためなどに臨床医及び医師によって用いられ
るのは、このデータである。したがって、臨床医、医師及び管理者が使用するための中央
データベース又はリポジトリーに、収集されたデータを提供するための適切な通信プロト
コルを確立することが重要である。
【０００８】
　従来の技術によれば、装置レベルで収集されるデータ（例えば、使用データ、患者デー
タ、装置データなど）は、取り外し可能な媒体（例えばSmartcard）に記憶されることが
できる。この種のデータ収集技術の例は、例えば、PCT特許出願公開番号WO 01/32069にお
いて教示される。一実施例において、Smartcard上のデータは、メールによってSmartcard
を管理主体に送ること、システムにデータを転送してもらうためにSmartcardを臨床医に
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送ることなどによって中央システムに送信されることができる。一旦データが受信される
と、受信側システムは、データを処理、分配及び分析しなければならず、そして、ユーザ
（例えば、臨床医、ヘルスケア提供者、医師、管理者、顧客サービス担当者、技術担当な
ど）へと、適切なデータストリーム及び情報を導かなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来の技術の一つの欠点は、患者の相互作用、装置動作、コンプライアンス統計などを
モニタリングするために臨床医及び医師に提供されるインタフェースが限られることであ
る。一般的に、そのような従来の技術システムは、日々の任務及び責務を実行する際に用
いるために、適切な人物にデータを導く内部通信アーキテクチャを含む。しかしながら、
特定の施設の臨床医が異なる施設の臨床医又は患者にかかわった医師と話をすることを望
む場合、通常のコミュニケーションルート（例えば、電話、ファクシミリ、電子メールな
ど）を用いなければならない。この分散型のデータ収集、処理及びコミュニケーションは
非効率的であり、不整合データ問題、コミュニケーション不足及びユーザの分離に関連し
た他の問題を起こしやすい。
【００１０】
　またさらに、これらの従来の技術システムは、患者データ、装置データなどを管理する
際に用いるための機能性及びコミュニケーション機構を最大化しない。特に、そのような
システムは、様々なアクセス及び責任レベルの多数のユーザ間でデータを受信し、分析し
、処理し、及び送信するためのわかりやすく強力なインタフェースを提供しない。様々な
コンプライアンス問題、応答時間遅延、非効率的又は不適当なコミュニケーションなどを
もたらすのは、このデータ統一性の欠如である。
【００１１】
　したがって、ユーザの分散に対する一元的かつ有効なソリューションを提供することが
、患者情報管理システムの技術において必要である。またこの技術において、一定の離散
的データストリームと、効率的な分析結果を達成するためのデータ間の関係とを利用する
効率的なデータ収集、処理及び分析システムが必要である。加えて、この技術において、
規定された（さらに修正可能な）ルールセットに従って多くの異なる種類のユーザ間のコ
ミュニケーションを可能にする患者情報管理のための方法及びシステムが必要である。さ
らに、この技術において、ネットワーク上での患者データ（及び装置データ）の安全な通
信を可能にする患者情報管理システムが必要である。したがって、上述した従来技術シス
テムは、患者、患者装置、臨床医、医師及び管理者間でのデータの安全な通信を提供する
ための能力を欠いており、したがって、これらの従来の技術システムは、動的かつ安全な
通信インフラや拡張された医学的治療を提供するための、動的かつ反応がはやい患者情報
管理システムを提供することができない。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　したがって、従来の患者情報管理システムの欠点を克服する、患者情報管理のコンピュ
ータにより実現される方法及びシステムを提供することが本発明の目的である。特に、患
者、患者装置、臨床医、医師、管理者などの間のコミュニケーションを促進するために堅
牢かつ安全な通信プラットフォーム及びインフラストラクチャを提供する、コンピュータ
で実現される患者情報管理システムを提供することが本発明の目的である。本発明の他の
目的は、患者及び/又は患者装置をモニタリングし、分析し、そしてそれらと通信するた
めの単純でなおかつ動的なインタフェースを、臨床医、医師及び管理者に提供する、コン
ピュータで実現される患者情報管理システムを提供することである。本発明の更なる目的
は、ネットワーク環境において患者の要求を管理するために関係データシステムを提供す
るコンピュータで実現される患者情報管理システムを提供することである。増加するコン
プライアンスモニタリング、リマインダー機能、通知、患者データ及び情報管理並びにイ
ンタフェースでのユーザ体験を改良する他の機能を提供し、同時に、抜本的に改良された
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ヘルスケアシステムに結びつくユーザ/患者応答性を改善する、コンピュータで実現され
る患者情報管理システムを提供することが更なる本発明の目的である。
【００１３】
　したがって、本発明は、患者情報管理のためのコンピュータで実現されるシステムを目
的とする。本システムは、患者データ、臨床医データ、医師データ、ヘルスケア提供者デ
ータ、装置データ、医療データ、健康データ、症状データ、識別データ、管理者データ又
はそれらの任意の組み合わせによって占められる複数のデータフィールドを持つ少なくと
も１つのデータベースを含む。本システムはまた、インタフェースにアクセスするように
設定されるユーザにデータを選択的及び動的に提示するための、少なくとも１つの前記デ
ータベースと通信する患者情報インタフェースを含む。加えて、一セットのプログラム命
令が、少なくとも１つの患者装置と本システムとの間のデータの通信を促進するために用
いられる。
【００１４】
　他の実施例において、本発明は、患者情報管理のための通信システムを目的とする。本
システムは、患者データ、臨床医データ、医師データ、ヘルスケア提供者データ、装置デ
ータ、医療データ、健康データ、症状データ、識別データ、管理者データ又はそれらの任
意の組み合わせによって占められる複数のデータフィールドを持つ少なくとも１つの中央
データベースを含む。さらに、一セットのプログラム命令は、少なくとも１つの患者装置
と通信する通信装置を介した、少なくとも１つの患者装置と本システムとの間のデータの
通信を促進する。
【００１５】
　さらに他の実施の形態において、本発明は、患者管理システムへのネットワークを通じ
た患者装置のデータの安全な送信を促進する方法を目的とする。本方法は、患者装置と通
信装置との間の通信を可能にするステップ、及び通信装置によって患者管理システムサー
バにデータを送信するステップを含む。この送信はネットワークを通じて行われ、データ
は患者データ、装置データ、医療データ、健康データ、症状データ、識別データ又はそれ
らの任意の組み合わせである。
【００１６】
　本発明のこれらの及び他の目的、特徴及び特性は、操作方法、構造の関連素子の機能、
パーツの組み合わせ及び製造の経済と同様に、その全てがこの明細書の一部を形成する添
付の図面を参照して、以下の説明及び添付の特許請求の範囲の考察により明らかになる。
様々な図面において、同様の参照番号は対応する部分を指す。しかしながら、図面は図解
及び説明のみを目的とするものであり、本発明の限定を定義するものとして意図されてい
ないことが、明確に理解されるべきである。明細書及び請求の範囲において、単数形の名
詞は、文脈において別途明確に述べられない限り、その名詞が指すものが複数含まれるこ
とを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の原理による患者情報管理システムの模式図。
【図２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者情
報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者情
報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４Ａ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４Ｂ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４Ｃ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者情
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報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者情
報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者情
報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図８】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者情
報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図９】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者情
報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１０】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１１】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１３】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１４】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１５】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１６】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１７】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１８】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１９Ａ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患
者情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１９Ｂ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患
者情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１９Ｃ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患
者情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１９Ｄ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患
者情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図１９Ｅ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患
者情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２０】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２１】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２３】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２４】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２５】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２６】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
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情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２７】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２８】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図２９】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３０】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３１】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３３】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３４】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３５】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３６】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３７】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３８】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図３９】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４０】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４１】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４３】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４４】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４５】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４６】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４７】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４８Ａ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患
者情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４８Ｂ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患
者情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図４９】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５０】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
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情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５１】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５３】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５４】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５５】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５６】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５７】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５８】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図５９】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６０】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６１】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６３】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６４】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６５】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６６】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６７】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６８】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図６９】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７０】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７１】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７１Ａ】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患
者情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７３】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７５】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
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情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７６】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７７】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７８】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図７９】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図８０】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図８１】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図８２】本発明の原理に従って患者情報管理システムのユーザに対して表示される患者
情報インタフェースの様々な部分のスクリーンショット。
【図８３】本発明の原理による患者情報管理システムの機能的なグループ分けの一つの好
ましい実施の形態の模式図。
【図８４】本発明の原理による患者情報管理システムのユーザ管理者のための様々な機能
及び相互接続の模式図。
【図８５】本発明の原理による患者情報管理システムのユーザ臨床医のための様々な機能
及び相互接続の模式図。
【図８６】本発明の原理による患者情報管理システムのユーザ医師のための様々な機能及
び相互接続の模式図。
【図８７】本発明の原理による患者情報管理システムの報告機能の模式図。
【図８８】本発明の原理による患者情報管理システムのユーザに表示される概要コンプラ
イアンス報告の例。
【図８９】ユーザに提示される場合がある様々な通信装置ステータス情報を説明する一覧
表。
【図９０】本発明の原理による患者情報管理に用いられる通信システム及びプラットフォ
ームの模式図。
【図９１】通信システムにおける機能及び相互接続、並びに本発明の原理による患者情報
管理に用いられるプラットフォームの模式図。
【図９２】本発明の原理による、モデムアクセサリ（通信装置）が販売され、出荷され、
サービスが提供され、そして患者データ管理システムを呼び出すために用いられる過程を
説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明は患者情報管理システム10に関する。システム10の好適な但し非制限的な実施の
形態は、図1において説明される。システム10は、様々なユーザ14によるシステム10の機
能へのアクセス及びその利用を可能にする患者情報インタフェース12を含む。図1に示す
ように、ユーザ14は、臨床医C、ヘルスケア提供者（HCP）及びその従業員（一般的に臨床
医及び管理者Hを含む）、医師即ちドクターD、ヘルスケアスタッフ、家族メンバー、コン
プライアンスモニタリング職員、システム管理者A、医療装置製造会社などを含むことが
できる。加えて、システム10は、それぞれの患者Pに関連した少なくとも１つの、一般的
に複数の患者装置16との通信を提供する。以下でさらに詳細に論じられるように、患者装
置16からシステム10の他のコンポーネントへの通信は、なんらかの形式の通信装置18によ
って達成される。したがって、本発明は、患者情報管理システム10を補完し及び構築する
患者情報インタフェース、通信アーキテクチャ及び他の様々な構成要素及び装置を目的と
する。
【００１９】
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　患者情報インタフェース12を利用するために、システム10は、患者データ、臨床医デー
タ、医師データ、ヘルスケア提供者データ、装置データ、医療データ、健康データ、症状
データ、識別データ及び/又は管理者データによって占められるデータフィールドを含む
少なくとも１つのデータベース20を含む。加えて、患者情報インタフェース12は手直しさ
れて、ユーザ14（臨床医C、医師D、ヘルスケア提供者Hなど）によってさらに変更可能で
ある。したがって、患者情報インタフェース12は、データベース20と通信し、データフィ
ールドをユーザ14に選択的かつ動的に示すようにプログラムされ、患者情報インタフェー
ス12へのアクセスのために構成される。加えて、システム10は、患者装置16とシステム10
（例えばシステム10のデータベース20）との間のデータの通信を促進するように構成され
る一セットのプログラム命令を含む。
【００２０】
　患者装置16は、様々な治療装置、医療装置及び同様の装置（例えば圧力サポート装置な
ど）であることができる。本発明での使用に適した患者装置の例は、米国特許出願公開番
号2007/0169776（Kepler et. al. 以下'776文献）に開示される圧力サポートシステムで
ある（その内容をここに参考文献として組み入れる）。装置16の（患者Pと通信する）サ
ブコンポーネントから適切なデータを得るために、患者装置16は、いくつかの記憶媒体（
例えばSmartcard 22、内部ハードドライブなど）を含む。さらに、患者装置16は、システ
ム10に記憶データを伝達するためのいくつかの方法を用いる。例えば、データは、Smartc
ard22からシステム10のデータベース20へと伝達されることができ、又は他の好ましい実
施の形態において、データは、通信装置18（例えば、モデム、無線モデム、ダイアルアッ
プモデムなど）を介して、システム10（又はデータベース20）に送信されることができる
。
【００２１】
　'776文献によって教示される圧力サポートシステムにおいて、通信装置18は、圧力サポ
ートシステムを制御するプロセッサに有効に結合するモデムある。より具体的には、'776
文献の圧力サポートシステムは、モデュール様式でモデムを受け入れるスロットを含む。
しかしながら、本発明はまた、通信装置18が患者装置16から物理的に分離されることがで
きることを意図する。その場合、通信装置は、無線であれ有線であれ、任意の従来の通信
リンクを介して患者装置と通信することができる。
【００２２】
　以下でさらに詳細に論じられるように、システム10は、特定の種類のユーザ14のための
患者情報インタフェース12の構成、システム10インタラクションのための機能の駆動、装
置間の通信の管理、データ転送の管理などのために、様々なレイヤ及び付随するプログラ
ム命令を含むことができる。例えば、図１に示すように、システム10は、ユーザ14（この
実施例においては医師D、HCP H及び臨床医C）のための患者情報インタフェース12を構成
して及び駆動するための表示レイヤ24を含む。システム10はさらに、例えばSmartcard22
を通したデータ転送サービス及びスーパーユーザ即ちシステム管理者A用のインタラクテ
ィブレイヤを提供するためのウェブサービスレイヤ26を含む。最後に、通信サービスレイ
ヤ28は、患者装置16（具体的には関連する通信装置18）とシステム10との間の適切かつ有
効な通信を可能にするために用いられる。
【００２３】
　レイヤ24、26、28は、データアクセスモジュール32と通信するビジネスロジック30と通
信し、それを通して機能する。したがって、全ての受信データは、適切なレイヤ24、26、
28を通して、ビジネスロジック30及びデータアクセスモジュール32を通して、データベー
ス20に提供される。もちろん、同じビジネスロジック30及びアクセスモジュール32が、ユ
ーザ14にデータを選択的に提示するために、レイヤ24、26、28とのデータ通信を可能にす
る。
【００２４】
　I．患者情報インタフェース
  システム10及び患者情報インタフェース12にアクセスするために、ログインインタフェ
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ース34が提供される。図2に示すように、ログインインタフェース34は、ユーザ14がユー
ザ名データ36及びパスワードデータ38を入力することを可能にする。一実施例において、
ユーザ名データ36のための入力フィールドは最高50個の英数字を受け入れ、パスワードデ
ータ38のための入力フィールドは最高16個の英数字を受け入れる。加えて、ログインイン
タフェース34は、選択されたときに確認及び承認のためにテキストボックスから値を提出
するログインボタン40を含む。受諾されると、ユーザ14は、患者情報インタフェース12を
示される。ユーザがパスワードを忘れた場合、メッセージが、パスワードを変更するため
に管理者Aと連絡をとるようにユーザに指示することができる。
【００２５】
　パスワード変更インタフェース42は、ユーザ14がパスワードデータ38を修正及び変更す
ることを可能にする。例えば、パスワードデータ38は、特定の期間の後、期限が切れるよ
うに設定されていることができ、その場合、パスワード変更インタフェース42がユーザ14
に表示され、パスワードデータ38の更新又は修正を要求する（図3を参照）。古いパスワ
ード、新たなパスワード及び新たなパスワードの確認のためのフィールドを含む３つの入
力フィールドが提供される。新たなパスワードと確認されたパスワードが一致しない場合
、エラーがユーザ14に表示される。ユーザ14は、パスワードを変更せずアプリケーション
に入ることはできない。セーブボタン44は、新たな及び確認されたパスワードデータ38を
セーブするために、ユーザ14に表示される。
【００２６】
　一旦ユーザ14がシステム10にアクセスすると、患者情報インタフェース12の更なるスク
リーン及び機能が示される。一実施例において、患者情報インタフェース12は、ユーザ14
によって選択的に選択されることができる一連のスクリーン又は領域を含む。一実施例に
おいて、スクリーンは、タブオリエンテーションで変更及びナビゲートされる。この目的
のために、選択されたときに関連するスクリーン又は画面を表示させることができる一連
のタブ45が提供される。図4Aにおいて、"My Day"タブ47が選択され、このタブに関連した
スクリーン又は画面が表示される。
【００２７】
　図4Aに示すように、タブを付けられたナビゲーションバー45の使用は、適切なタブを選
択することによって、ユーザ14が、日別データスクリーン46（図4A及び4B）、患者データ
スクリーン48（図5、6、11、12、14-20、27-31、33、34、39-43及び45-48）、プロフィー
ルデータスクリーン50（図35、49及び50）、システム設定データスクリーン52（図51-76
）、業務報告スクリーン54（図77及び78）並びにモデム管理スクリーン56（図79-82）を
含む様々なスクリーンを選択することを可能にする。好ましい実施の形態において、患者
情報インタフェース12は、デフォルトの表示として、最初に日別データスクリーン46をユ
ーザ14に表示するように構成される。もちろん、システムは、起動時に任意のスクリーン
を表示するように構成されることができる。
【００２８】
　さらに、ユーザは、起動スクリーンを選択することができ、又はカスタマイズされたス
クリーンを使用することができる。また、とりわけ図4Aに示すように、各々のスクリーン
46、48、50、52、54、56は、分類されたセクションの下でユーザ14に関連する適切なデー
タを各々が表示する様々なセクションに区切られる。特に、この実施の形態の日別データ
スクリーン46上では、優先項目セクション58、リマインダーセクション60及び報告セクシ
ョン62を含む３つのセクションが選択的に表示される。優先項目セクション58は、患者識
別データ64及び関連する通知データ66を表示するように構成される。リマインダーセクシ
ョン60は、患者識別データ64、リマインダーデータ68及び最終期限データ70を表示するよ
うに構成される。さらに、報告セクション62は、患者識別データ64及び報告記載データ72
を表示するように構成される。このようにして、様々なデータフィールドは、患者情報イ
ンタフェース12の各々のスクリーン46、48、50、52、54、56の任意の特定のセクション58
、60、62上でユーザ14に対して選択的及び動的に表示される。このデータは、全てのデー
タストリームのためのデータウエアハウスとして作用して患者情報インタフェース12の任
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意の部分のフィールドにデータを読み込むために適切なデータを送信するデータベース20
から提供される。
【００２９】
　さらに、ユーザ14に提示されるデータ及び情報はまた、ドロップダウンリスト49又は同
様の機能で選択されることができるカテゴリに基づいて選択的に表示されることができる
。本実施例において、データは、ドロップダウンリスト49を介してカテゴリ"My Patients
"及び"My Work Team Patients"の下でユーザ14に提示されることができる。"My Patients
"選択は、デフォルトの設定である。オプションがドロップダウンリストから選択される
場合、その下のパネルの一つ以上は、選択に関連したデータによって再表示される。優先
項目セクション58は、ドロップダウンリストでなされる選択に基づく患者P及び患者識別
データ64のリストを含む。患者情報インタフェース12の全体にわたって、必要に応じて、
ページ制御が表示される。
【００３０】
　患者識別データ64は、患者Pの写真、患者名、患者識別子、患者関係データ、連絡先デ
ータなどを含む、様々なデータフィールドを含むことができる。例えば、患者識別データ
64は、患者Pがどれくらい長くシステム10にいるか、又は所与の医療装置（例えば装置16,
18）を使用したか等を含むことができる。
【００３１】
　図4Aを再度参照して、"My Day"すなわち日別データスクリーン46は、優先項目セクショ
ン58及び/又はリマインダーセクション60を含む。これらのセクションの各々において、
患者Pの情報（すなわち患者識別データ64）は、優先度によってソートされ、又は順序づ
けられる。例えば、この優先度リストは、関連する通知データ66の内容によって順序付け
られて決定されることができる。関連する通知データ66は、健康関連データ、装置関連デ
ータ、使用関連データなどであることができる。加えて、様々なアイコン74が、患者Pご
とに関連する通知データ66の種類をユーザ14に迅速に示すために用いられることができる
。例えば、アイコン74は、関連する通知データ66が健康関連か、装置関連か、使用関連か
を示すことができ、各々のカテゴリ内で、関連する通知データ66は新しい順にソートされ
ることができる。
【００３２】
　ユーザ14は、アイコン74上にマウスを置くことにより、各々のアイコン74の意味が分か
る。一実施例において、アイコン74が表示される領域は、上記のように、各々が関連する
通知データ66の種類を表す複数のアイコン74を示すことが可能である。したがって、関連
する通知データは、テキスト、英数字テキスト、シンボル、アイコン74、可視インジケー
タなどであることができる。これは、ユーザが最小限の量のスクリーンスペースの中で所
与の患者に関連した全ての通知データ66を見ることを可能にする。そして、各々の患者の
ための記録は、例えば患者識別データ64を選択することによって開かれることができる。
これにより、患者に関する詳細情報が表示される（図10参照）。通知データに関連した詳
細は、優先項目セクション58a中に表示される。通知データ66としての表示に適したアイ
コン74及び各々のアイコンの意味のリストが図4Cに示される。
【００３３】
　優先項目セクション58中に、患者識別データ64及び関連する通知データ66をこのセクシ
ョンから選択又は除去するために、選択可能なボックス76が含まれることができる。さら
に、優先項目セクション58において、患者識別データ64及び関連する通知データ66は、複
数の患者Pに対して表示されることができ、さらにこのデータは、患者識別データ64、関
連する通知データ66、健康関連データ、装置関連データ、使用関連データ、経時的データ
などに基づく優先順位で表示される。図4Bは、複数の患者がどのように調査されるかを示
す日別データスクリーン46の実施の形態を図示する。この実施例において、４人の患者65
a、65b、65c及び65dが、優先項目セクション58中にリストされる。最初の３人の患者65a
、65b及び65cは、彼らに関連した通知データとして、各々２つのアイコン74を持つ。
【００３４】
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　本発明は、使用、健康又は装置関連通知は、一般的にSmartcard又はモデムから患者デ
ータが受信されるときに生成されることを意図する。データが受信されると、システムは
データを調査して、そのデータがシステムにおいてすでに確立されたルールの例外である
かを決定する。そのようなルールは、例えばHCP H、システム管理者A又はそのようなルー
ルを設定する権限を持つ任意の他のシステムユーザによって、設定又は確立されることが
できる。一例として、システムは、患者の呼吸パターン、特にチェーンストークス呼吸（
CSR）のような異常な呼吸パターンを識別するために、呼吸に関連するデータを調査する
ことができる。データがルール又は閾値に対応するかどうかの決定は、任意の従来のデー
タモニタリングルーチンを使用して実行されることができる。
【００３５】
　本発明は、システムにより用いられるルールが、一般にツールバー45上のシステム設定
セクションを介して設定されたものであることを意図する。計算ルールの例は、コンプラ
イアンス関連、AHI関連、及び大リーク関連である。データがルールの基準を満たす場合
、患者注意通知が、臨床医、HCP、医師又はそれらの任意の組み合わせに供給される。
【００３６】
　また、図4A及び4Bに示されるように、リマインダーセクション60中に、患者識別データ
64、リマインダーデータ68及び最終期限データ70が複数の患者Pに対して表示され、ここ
でも、データは患者識別データ64、リマインダーデータ68、最終期限データ70などに基づ
く優先順位で表示される。（図4Bの実施の形態からは省略されている）報告セクション62
において、このセクション62中に提供される複数の報告タイプ78のリストから様々な報告
タイプ78を選択又は除去するために、選択可能ボックス76が提供される。加えて、報告セ
クション62において、報告記載データ72又は報告タイプ78は、選択可能な報告タイプ78を
含み、報告タイプ78の選択に応じて、関連する患者Pのための報告タイプ78に関連した報
告がユーザ14に示される。一般に、報告セクション62は、以下に記載する報告データ258
を選択及び閲覧する能力をユーザ14に提供するために用いられる。
【００３７】
　上記したように、患者情報インタフェース12において利用可能な他のスクリーンは、患
者データスクリーン48である（例えば図5参照）。患者データスクリーン48は、例えばツ
ールバー45上の"My Patients"タブ51を介して選択される。患者データスクリーン48は、
選択的に、各々の患者Pに関連した患者データ80を表示する。図5において、複数の患者（
すなわち、システムにログインしたユーザに関連する患者全員）が示される。患者データ
80は、例えば、姓、名、患者識別データ64、会社名、臨床医名、施設名、提供者名、医師
名、装置データ114、装置モードデータ、コンプライアンスデータ、コンプライアンスデ
ータのグラフィカル表示、装置使用データなどを含むことができる。
【００３８】
　本発明は、患者データ80が、検索クエリ、検索パラメータ、ドロップダウン検索語、ユ
ーザ入力検索語などに応答して患者データスクリーン48に表示されることを意図する。例
えば、患者データ80は、選択されたカテゴリ、関連する患者データ80、作業チーム患者デ
ータ、非アクティブ患者データなどに基づいて、選択的に表示されることができる。図5
に示すように、患者データ80のリストは、ユーザが選択可能なように提供されることがで
きる。例えば、患者データ80は、昇順、降順、任意の個々のカテゴリによって等で、ソー
トされることができる。
【００３９】
　特定の患者Pを識別するために、様々な検索ボックス82が、カテゴリタイプ、特定の用
語又は英数字の組み合わせに基づいて検索するために提供される。一旦、適切なカテゴリ
が選択されると又は用語が検索ボックス82中に配置されると、検索ボタン84が、検索プロ
セスを開始するために選択される。上記のように、全ての患者データ80は、ドロップダウ
ンリストから選択される上位カテゴリ（例えば、"My Patients"、"My Work Team Patient
s"、"Inactive Patients"など）に基づいて示されることができる。図6に示すように、患
者リストは、ドロップダウンリストから行われた選択又は検索ボックス82から行われた選
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択のいずれかに基づく検索に応答して、おそらく検索ボックス82に入力されるテキストと
一緒に、ユーザ14に示される。それに応じて、患者データスクリーン48は、特定の検索オ
プションに合致している患者Pのリストを表示する。図6は、検索ボックス82中の検索用語
"p"及び検索フィールドボックス82a中の"Name"を用いて患者の特定の組を検索することに
よって発見される患者のリストを図示する。
【００４０】
　図6の例に示すように、検索に応答してユーザ14に示される患者データ80は、患者の名
前、ＩＤ、装置モード、コンプライアンスクイックビュー（すなわち患者のコンプライア
ンスのグラフィカル表示）及び使用データである。この実施例において、コンプライアン
スデータが利用可能でない又は6か月より古い場合、フレーズ"no current data availabl
e"(「利用可能な現行データはない」）が、コンプライアンスクイックビューカラム中に
表示される。さらに、これらの結果は、カラム見出しのいずれかをクリックすることによ
ってソートされることができ、患者データ80はそれからアルファベット順にソートされる
。
【００４１】
　患者データスクリーン48上で、ユーザ14は、患者データ80を追加すること、患者データ
80を修正すること、患者データ80をインポートすること、患者データ80をセーブすること
等をすることができる。図7は、患者情報を編集するために用いられる編集セクション128
を図示し、編集セクション128は、例えば、特定の患者を患者のリストから選択して、そ
の患者に関連した"edit"ボタン130を選択することによってアクセスされる（図10を参照
）。編集されることができる患者データは、患者情報、提供者情報、識別情報、連絡先情
報、名、姓、ミドルネームの頭文字、住所、都市、州、国、郵便番号、電子メールアドレ
ス、自宅電話番号、ファクシミリ番号、仕事先電話番号、連絡するのに最も良い時間のデ
ータ、社会保障番号、患者施設識別、出生日、性別、開始日データ、婚姻関係、コメント
、写真、緊急連絡先データ、実際の連絡先データなど含むことができる。もちろん、本発
明は、システム10中の任意のデータが、適切なアクセス及び管理権限を持つ任意のユーザ
14によって追加され、削除されて、修正されて、編集されて、セーブされること等ができ
ることを意図する。
【００４２】
　一旦適切な情報及びデータの全てが適切なフィールド中に配置されると、セーブボタン
44が患者データ80をセーブするために選択されることができる。必須の入力を要求する入
力フィールドは、フィールドラベルの右にアスタリスクによって指定されることができ、
このアスタリスクは、ユーザ14がそのようなフィールドに患者データ80を入力しなければ
ならないことを示す。任意の数のデータ点又は患者データ80が、システム10中に患者Pを
追加する又は修正する動作の間に、患者P記録に入力されることができる。新たな患者が
追加される場合、空白の患者データ80が提供される。新たな患者を追加するために、図5
中の"Add Patient"項目が例えば選択される。必要な情報が空欄に記入され、新たな患者
をセーブするためにセーブボタンが起動される。
【００４３】
　患者情報インタフェース12に提供され、図8に図示される他の機能は、患者データ80が
既存のファイル又はデータベースからシステム10にインポートされることができることで
ある。これは、例えば、図5の"Import Patient"ボタン96を起動することによって達成さ
れる。示されるように、ユーザ14は、ファイルの場所を指定するためにブラウズボタン94
を選択することができ、一度発見されると、システム10にデータをインポートするために
、インポートボタン95を選択することができる。患者ファイルを作成してデータベース20
中の適切なフィールドにデータを読み込むために必要な情報を得るために、システム10が
インポートされたデータストリーム及び関連したファイル種別を解析することができるよ
うに、患者データ80は、様々な形式及びフォーマットで提供されることができる。したが
って、システム10は、ユーザ14が患者Pを活性化又は非活性化すること、外部の供給源か
らデータを取得すること、データを入力すること、データを修正すること、データをセー
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ブすること、データを削除すること、外部データを受信すること、外部の装置にデータを
送信することなどを可能にする。
【００４４】
　提供者セクション90も、患者情報インタフェース12でユーザ14に表示されることができ
る。図9に図示される例において、提供者データ92は、セクション90中の患者Pに対して入
力される。提供者セクション90は、例えば、患者データを入力又は編集する際に、図7の"
Provider Information"タブを選択することによってアクセスされることができる。この
タブは、図9では"Provider"タブ93と呼ばれる。提供者データ92は、一次医療医師、睡眠
医師、睡眠検査室、臨床医、保険データ、二次保険データ、保険提供者データ、保険番号
データ、グループ番号データ、保険契約者名、保険契約者との関係などを含むことができ
る。もちろん、任意のこのデータは、ドロップダウン選択可能メニュー中にすでに含まれ
ていることができ、又は、必要に応じてテキスト入力フィールドに直接入力されることが
できる。
【００４５】
　より適切に患者データ80をユーザ14に示すために、患者データスクリーン48中に、患者
プロフィールセクション98が提供される。患者プロフィールセクション98は、患者データ
80、患者詳細データ、"Patient Summary"タブを介してアクセスされる患者要約データ100
、"Prescription"タブを介してアクセスされる処方データ102、"Therapy Data"タブを介
してアクセスされる治療データ104、"Reminder"タブを介してアクセスされるリマインダ
ーデータ106、"Contacts"タブを介してアクセスされる連絡先データ108、"Questionnaire
s"タブを介してアクセスされる質問表データ110、"Notes"タブを介してアクセスされる注
記データ111、及び"History"タブを介してアクセスされる履歴データ112を示すように構
成される。上記のように、そのようなデータの各々のセットは、別々のスクリーンで、異
なるセクションで、又は図11Aに図示されるようにタブを付けられた形式で、示されるこ
とができる。一実施例において、患者要約データ100は、コンプライアンスデータ118、使
用データ、使用データのグラフィカル表示、コンプライアンスデータのグラフィカル表示
、使用の日付、患者優先項目データ、ステータスデータ、リマインダーデータ、選択可能
なデータなどを含む。
【００４６】
　コンプライアンスデータ118は、患者が治療計画を順守しているかに関して、患者によ
る患者装置16の使用及びその使用に関する他のデータを図示又は示す。したがって、ユー
ザ14は、患者が治療を順守しているかについての状態をすばやく視覚化することができる
。優先度データは、優先項目セクション58aに関連して先に論じられたのと同様に、患者
プロフィールセクション98中に提供されることができる。上記したように、優先項目セク
ション58aは好ましくは、通知データ66に関する詳細（例えばアイコン74の背後の意味）
を示す。
【００４７】
　同様に、リマインダーデータ62が、リマインダーセクション60に関して上述されたよう
に、患者プロフィールセクション98においてユーザ14に示されることができる。任意の特
定の患者Pに関連した重要な患者データ80の、省略されているがやはり重要なスナップシ
ョットをユーザ14に提供するのが、この患者要約データ100である。
【００４８】
　ユーザ14は、この患者プロフィールセクション98で又は患者情報インタフェース12の他
の適用可能な領域で、様々な他の機能に係わることができる。例えば、ユーザ14は、活性
ボタン120を選択することによって、患者Pを活性化又は非活性化することができる。患者
を非活性化することは、その患者のデータが、いかなるリストにも現れないことを意味す
る。これは、自宅医療提供者が今後は特定の患者のデータをモニタリングすることを望ま
ない場合、例えば、患者がHCPを切り替えたり、治療を中止したり、死亡したりした場合
などに、発生する。本発明は、すなわち患者を非活性化することによって、そのような患
者に関する情報がユーザにとってもはや関係しない場合、患者データは必ずしも削除され
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ず、単に表示されないことを意図する。
【００４９】
　加えて、ユーザ14は、取得ボタン122を選択することによって開始されるプロセスにお
いて、Smartcard22からデータを取得することができる。このプロセスは、以下でさらに
詳細に説明される。加えて、モデム設定ボタン124がユーザ14に提供され、選択されると
、以下でさらに詳細に論じられるモデム管理画面にリンクする。モデムステータスデータ
及びスケジューリングされた呼び出しデータは、また、患者プロフィールセクション98又
は患者情報インタフェース12の他の部分に表示されることができる。
【００５０】
　上記のように、コンプライアンスデータ118は、グラフ形状でユーザ14に示されること
ができる。例えば、各々の日付及び時間交点に対して、ブロックが表示されることができ
る。ブロックは、患者装置16の使用時間を示す。時間数が少なくとも４である場合、バー
並びに対応する日付及び時間は、視覚スキームによって定められる中立の色であることが
できる。時間数がゼロより長く４未満である場合、バーは赤色であることができる。最後
に、時間数がゼロである場合、バーは表示されない。このようにして、ユーザ14は、患者
による患者装置16の使用をすばやく閲覧することができる。加えて、ユーザ14は、どれく
らいのコンプライアンスデータ118が提供されて及び示されるかについて選択することが
できる。
【００５１】
　上記のようなリマインダーデータ106に関して、患者情報インタフェース12中の多数の
記録及びデータフィールドは、選択可能ボックス76を含む。選択可能ボックス76は、特定
のリストにおいて選択される項目を除去するのに用いられることができ、それからそのリ
ストは、残りの項目によって再表示される。加えて、リストが正常に更新されたことを述
べるメッセージが表示されることができる。
【００５２】
　上記のように、リマインダーデータ106が、ユーザ14に提供されることができる。ユー
ザ14は、ドロップダウンリスト、テキスト検索などを用いて、リマインダーデータ106中
のどのタイプ及びカテゴリを調査することを望むかについて選択することができる。リマ
インダーデータ106は、発生順で期日によって順序付けられ、最も古いものが最初に掲げ
られる。利用可能であるいくつかのカテゴリは、ユーザ14が、全てのリマインダーデータ
106、完了されたリマインダーデータ106、係属中のリマインダーデータ106などを示す能
力を含む。ドロップダウンリストにおける選択を変更することで、リマインダーデータ10
6の選択されたリストが検索され、選択されていた任意のチェックボックスはクリアされ
る。
【００５３】
　図11に示されるように、単なる患者要約データ100とは対照的に、患者詳細セクション1
26が、患者データ80の一部としてユーザ14に表示されることができる。要約された形式と
は対照的に、患者詳細セクション126は詳細な形式で患者データ80を表示することができ
る。加えて、コメントが、患者データ80の一部として追加及びセーブされることができ、
特定の患者Pに関連付けられることができる。患者データの詳細図（図11）又は概要図（
図10）が示されるかどうかは、図10中の"Show Details"タブ113又は図11中の"Hide Detai
ls"タブ115を選択することによって決定される。本発明は、要望通りにユーザが患者につ
いての詳細に迅速にアクセスすることを可能にするために、詳細表示・非表示ボタンが他
のスクリーンに提供されることができることを意図する。
【００５４】
　上記したように、処方データ102は、また、患者プロフィールセクション98において、
好ましくは異なるセクション又はタブを付けられた領域において、ユーザ14に示される。
例えば、本発明は、処方データが、"Prescription"タブ99を選択すると表示されることを
意図する。図12に示されるように、処方データ102は患者識別データ64、設定日、自宅電
話番号、住所、一次医療医師D、睡眠処方、臨床医C、睡眠検査室、呼び出しデータ、装置
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モード、デバイスモデル、装置データ114、加湿器データ、マスクデータ、処方データ、
選択可能データ、コメントデータ、発行データなどを含むことができる。図12に示すよう
に、処方データ102は、装置処方セクション132、加湿器セクション134、マスク処方セク
ション136及び他の処方セクション138を含む異なる領域及びカテゴリへ分解されることが
できる。各々のセクション132、134、136、138は適切なセクション132、134、136、138に
関連した様々な処方データ102を含み、処方データ102は、ドロップダウンリスト、選択ボ
ックス、検索機能などを含む様々な技術を用いて、ユーザ14によって選択、修正、分類又
は構成されることができる。
【００５５】
　装置処方セクション132において、装置モード及び装置モデルは、ドロップダウンリス
ト133から選択されることができる（図13を参照）。加えて、選択された装置モード及び
モデルによって、シリアル番号、発行日、圧力設定、装置設定、警報設定及び装置の他の
選択可能な特徴が、ドロップダウンリスト135又は他のデータ選択スクリーンから選択さ
れることができる（図14を参照）。カレンダーは、発行日を設定するために、カレンダー
ボタン137を介してアクセスされることができる。さらに、これらのセクション中に提供
されるデータの全ては、動的に表示され、選択された装置モード及びモデルに適合してい
ることが留意されるべきである。
【００５６】
　図15は、処方データ102及びこの場合には患者装置16に関連した処方データが患者装置1
6に送られることができるシステム10の一つの特徴を図示する。特に、一旦適切な設定が
選択されるならば、処方データ102は、送信ボタン140を選択することによって、Smartcar
d 22に送られることができ、又は患者装置16に直接送られることができる。一旦選択され
ると、適切な処方データ102は、患者装置16をプログラムするため、プログラムし直すた
め、さもなければ患者装置16と通信するために用いられる。他の処方セクション138にお
いて、アクセサリ及び他の装置に関連した処方データ102が選択されることができる。例
えば、処方データ102は、アイテム説明、シリアル番号、発行日、交換リマインダーなど
を含むことができる。図16に図示されるように、加湿器及びマスクに関連した処方データ
102は、加湿器セクション134及びマスク処方セクション136において選択及び修正可能で
ある。
【００５７】
　図16はさらに、それぞれのセクション132、134、136、138において処方データ102を編
集及び/又は修正するための複数の編集ボタン130の使用を図示する。例えば、装置処方セ
クション132の処方データ102は修正可能であり（図17）、他の処方セクション138の処方
データ102は修正可能である（図18）。しかしながら、任意のセクションの任意のデータ
は、ユーザ14に与えられたアクセスレベル及び権限に依存して修正可能であることが構想
される。これらの実施の形態において、ドロップダウンリストが、データを編集するため
に提供される。もちろん、任意の従来の技術が、この目的のために用いられることができ
る。
【００５８】
　図19A-19Eは、装置処方セクション132a、加湿器セクション134a、マスク処方セクショ
ン136a及び他の処方セクション138aを設定するための更なる実施の形態を図示する。装置
処方セクション132aは、装置モードとしてのAutoCPAPの選択を示す。そのような装置は、
様々な圧力にわたって、患者に供給される圧力を変化させることができる。典型的なauto
CPAP装置は、装置が患者に供給することができる圧力の範囲を制限する。したがって、最
高圧力及び最小圧力が、ボックス139a及び139b中に示される。
【００５９】
　図19Eは、ユーザが図19A中の"use modem"（モデムを使用）ボックス129に対して"Yes"
を選択する場合に表示される装置処方セクション132bを図示する。この実施例において、
ユーザは、ボックス131中に認証番号を入力することを促される。これは、記入されなけ
ればならない必須のフィールドである。一旦全ての必須のデータが入力されると、ユーザ
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【００６０】
　本発明は、システムに入力されるシリアル番号（例えば、シリアル番号フィールド141
に入力されるシリアル番号）を自己認証するための技術を提供することを意図する。これ
を達成するために、システムは、シリアル番号が正しくタイプされることを保証する認証
番号を提供する。この認証番号は、装置のシリアル番号に基づいて、患者データ管理シス
テム10が番号を装置に割り当てることを可能にする慣習であり、ユーザによって入力され
る場合にそれが正しく入力されていることを保証することができる。この場合には、装置
は、通信装置18の特定の種類であるモデムである。
【００６１】
　例示的な実施の形態において、認証番号は、２つの部分、(a)変更を加えられたシリア
ル番号、及び(b)認証符号から成る。認証符号は、変更を加えられたシリアル番号の最後
に追加され、その正当性を保証するためのよく知られた技術を用いて生成される。例えば
、シリアル番号が12345である場合、2桁の認証符号を生成するために文字を合計する計算
式が提供されることができる。そのような計算式は、以下の認証符号を生成する：1+2+3+
4+5 = 15。それで、シリアル番号12345に対する認証番号は1234515である。認証番号は、
図92に関して以下でより詳細に論じられる。
【００６２】
　装置製造者によって用いられるSAPのような製品追跡データべースにより一般的に用い
られるシリアル番号の変更バージョンである変更を加えられたシリアル番号、及び認証符
号。変更を加えられたシリアル番号はシリアル番号に基づくが、文字数が少なく、依然と
してシリアル番号に対して固有又はほぼ固有である。例示的な実施の形態において、変更
を加えられたシリアル番号は、実際のシリアル番号を、その後に4桁の認証符号が続く6桁
の番号に統合することによって生成される。
【００６３】
　例
  - シリアル番号：WM123456789
  - 認証番号：（変更を加えられたシリアル番号/認証符号）= 49P302/3718。
【００６４】
　変更を加えられたシリアル番号は、実際のシリアル番号数字の31進数表示である。これ
は、6桁で表現される887,000,000個を超えるシリアル番号を可能にする(31^6)。数字のセ
ットは、0123456789BCDFGHJKLMNPQRSTVWXYZから成る（母音なし）。このセットは子音の
みを含み、母音を含まない（これは、出力文字列から単語が形成される可能性が無いこと
を保証する）。全てのアルファベット文字は大文字である。例えば、123456789を31進数
に変換すると、

又は逆に、
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である。
【００６５】
　認証番号は、必ずしもシステムへの無許可のアクセスを防止するためではなく、主に、
合理的な確かさで、ユーザが適切なシリアル番号をシリアル番号フィールドにタイプした
ことを確認するために提供される。エンドユーザにとって入力を可能な限り簡潔にするた
めに、16ビット数のハッシュの通信番号列で十分であることが分かった。もちろん、本発
明は、間違った番号が受理される可能性が増加することを理解しつつ、より少ないビット
を用いることを意図する。反対に、より多くのビットはこの可能性を減少させるが、ユー
ザはより多くの文字を入力しなければならない。
【００６６】
　上記の実施の形態において、認証番号は、モデムと組み合わせて、患者装置のシリアル
番号が正しく入力されたことを保証するのを支援するために用いられる。本発明はまた、
モデムが用いられていない場合でも、この技術が用いられることができることを意図する
。例えば、認証番号フィールドは、図19A～19D中に提供されることができ、すなわち、シ
リアル番号が正しく入力されたかどうかをシステムが検証することができるように、いつ
でもシリアル番号が入力されることができる。
【００６７】
　治療データ104は、治療データセクション142の形で表示されることができる（図20を参
照）。例えば本発明は、治療データが、"Therapy"タブ143の選択に応じて表示されること
を意図する。図20に示されるように、治療データセクション142中の治療データ104は、治
療データ、装置データ、モデルデータ、モードデータ、開始日、終了日、治療報告データ
、装置使用データ、コンプライアンスデータ、装置使用データのグラフィカル表示、コン
プライアンスデータのグラフィカル表示、報告データ、履歴報告データ、選択可能なデー
タなどを含むことができる。このように、治療データ104は、特定の期間の間ユーザ14に
よって選択可能であり、詳細フォーマット、概要フォーマット、グラフィカルフォーマッ
トなどで示される。
【００６８】
　治療データセクション142は、図20に図示されるように様々なサブセクションを含むこ
とができる。特に、図示される実施の形態において、治療データセクション142は、利用
可能治療データセクション144及び治療データ報告セクション146を含む。利用可能治療デ
ータセクション144は、表形式で選択的に利用可能治療データを表示する。特に、このセ
クション144に表示される治療データ104は、装置モデル、装置モード、使用開始日、使用
終了日などを含む加えて、このセクション144中のデータは、開始日によって発生順とは
逆にソートされる。
【００６９】
　治療データ報告セクション146は、ユーザ14が報告フォーマットで様々な治療データ104
を作成及び閲覧することを可能にする。図20の実施の形態において、治療データ報告セク
ション146は、３つのパネル、すなわち時間スパンパネル150、使用パターンパネル152及
び報告種類パネル154を含む。時間スパンパネル150は、一週間、一か月、六か月又は選択
可能なカスタム設定で、報告される治療データ104の時間及び/又は量をユーザ14が選択す
ることを可能にする。カスタム設定は、カスタム開始及び終了時期を定めるために、開始
日及び終了日をユーザ14が入力することを可能にする。そのような値は有効な日付の値に
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制限され、開始日入力フィールドの値は、終了日フィールドの値の前の日付でなければな
らない。
【００７０】
　加えて、ユーザ14は、カレンダー制御を介して又はテキストボックスへのタイピングに
よって日付を入力することができる。開始及び終了日制御は、カスタム日付範囲が選択さ
れる場合に有効であるが、ラジオボタンがカスタムから変更される場合、日付フィールド
はクリアされる。加えて、治療データ報告セクション146は、グラフ再表示ボタン156を含
む。ボタン156を選択することによって、使用パネル152のパターン中のグラフ内容は、時
間スパンパネル150において述べられる期間及び時間に対して更新される。
【００７１】
　使用パネル152のパターンにおいて、治療データ104のグラフ表示は、ユーザ14に動的に
示される。図20の実施の形態において、グラフ表示は、４つのカラム（すなわち、チェッ
クボックス、日付、バーでの使用パターン及び一日の全てのセッションの合計時間）を含
む。使用パターンバーは３つの色で示される（治療時間は緑、送風時間は黒、処方された
時間よりも短い治療時間は赤）。使用の合計時間は、HH:MM/HH:MMのように時間及び分で
表現され、スラッシュの左側の時間は全治療時間を表し、スラッシュの右側の時間は全送
風時間を表す。赤で示される時間値は、処方された時間よりも短い治療時間を表す。
【００７２】
　使用パネル152のパターンはさらに、選択可能なボックス76を含む。選択可能なボック
ス76を選択することによって、選択された日が統計に含まれ、チェックされていない、す
なわち非選択のボックス76は、その日が全ての使用統計から除外されることを意味する。
ボックスはデフォルトで選択されている。ユーザ14が全ての適切な選択可能なボックス76
にチェックをつけた即ち選択した後で、"Include/Exclude day"ボタン158が選択される。
これは、変更を適用して、それに応じてグラフを再表示させる。ある日が除外される場合
、すなわち、その日のそばの選択可能なボックス76が選択されない場合、水平の取り消し
線がその日を通じて描画される。
【００７３】
　報告種類パネル154は、概要報告のため及び詳細報告のための２つのラジオボタンを含
む。一旦ユーザ14が所望の報告の種類を選択すると、"create report"ボタン160が選択さ
れて、報告要求を開始する。選択された時間スパンが、データが同じソース（例えば通信
装置18又はSmartcard 22）から来るデータ範囲であり、データフォーマットが同じである
場合、データは結合されて表示される。データが同じソースからではなく、同じデータフ
ォーマットではない場合、報告が利用できないことを示すエラーメッセージが表示される
。報告名が生成されて、"Summary Start Date-End Date"又は"Detail Start Date-End Da
te"のようなデフォルト名が与えられる。ユーザ14が報告のための相対的な時間（例えば
、一週間、一か月など）を選択する場合、使用グラフ表示のパターン中に表示されるデー
タは、その時間スパンにおいて利用可能な最後のデータから開始される。指定された日付
範囲内に含まれるデータが装置16から返される同じフォーマットＩＤを持つ場合に、詳細
報告は利用可能である。
【００７４】
　本発明は、完了した報告は、治療データ104中に含まれることもできる完了報告セクシ
ョン148中に示されることができることを意図する。完了報告セクション148の例は図21に
図示される。図示された例示的な実施の形態において、完了報告セクション148は、"Desc
ription"カラム及び選択可能ボックス76を含む２つのカラムを含む。"Description"カラ
ム中の報告名をクリックすると、例えばpdf形式などで、新たなウィンドウ中に報告ドキ
ュメントが開く。また、完了報告セクション148は、チェックをつけられた項目を報告リ
ストから除去する選択可能ボックス76をユーザ14が選択することを可能にして、リストを
再表示し、そして確認メッセージを表示し、又は項目が選択されない場合には何も実行し
ない。リストされる報告記録は、発生順とは逆にそれらの生成日によって順序づけられる
。
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【００７５】
　図22に示すように、患者情報インタフェース12においてユーザ14に提供される他の種類
の報告は、使用コンプライアンスパターン報告162である。使用コンプライアンスパター
ン報告162は、選択に応じてユーザ14に動的に表示されるコンプライアンスデータ118を含
む。この報告は、日付、装置使用のグラフ表示、装置使用の時間、使用報告162を調整す
る選択可能ボックス76、及び報告日付範囲選択を含むことができる。
【００７６】
　患者プロフィールセクション98の下に、リマインダーセクション164中に表示されるリ
マインダーデータ106がある。特に、リマインダーデータ106は、ユーザ14の構成及び選択
に従ってリマインダーセクション164中に表示される。リマインダーデータは、例えば、"
Reminders"タブ165を選択することによってアクセスされる。図23に示すように、リマイ
ンダーセクション164は、どの種類のリマインダーデータ106が表示されるべきかを選択す
るためのドロップダウンリストを含むことができる。加えて、リマインダーセクション16
4は、ユーザが作業を記載してリマインダーを作成するためにテキストを直接入力又はタ
イプすることができる入力テキストボックス166を含む。さらに、上記のように、選択可
能ボックス76は、リマインダーデータ106をリマインダーセクション164に含める又はそこ
から除外するために用いられることができる。
【００７７】
　リマインダーデータ106は、時系列順で期日順によって表示され、最も古いものが最初
に掲載される。ユーザがシステム10に追加のリマインダーデータ106を追加することを可
能にする"Add Reminder"ボタン168が、ユーザ14によって選択されることができる。どの
リマインダーデータ106が示されなければならないかのドロップダウンリストは、以下の
オプションを含むことができる："pending"（未決のリマインダー）、"completed"（終了
したリマインダー）及び"all"（全てのリマインダー）。リマインダーデータ106は、どの
カテゴリが選択されたかに基づいて、リフレッシュされてユーザ14に表示される。
【００７８】
　図24は、"Add Reminder"ボタン168が起動されたときにアクセスされる追加リマインダ
ーセクション167を図示する。リマインダーデータ106を追加する場合、ユーザ14は、作業
の期日すなわち最終期限と共に、テキストボックス166中に適切なメッセージを追加しな
ければならない。もちろん、この日付は、カレンダー機能137又は同様の入力機能から選
択されることができる。一旦、関連する日付又は最終期限と共に、適切なメッセージがテ
キストボックス166に配置されると、データをセーブするために"Save"ボタン44が選択さ
れる。このように、ユーザ14が、リマインダーデータ106を追加すること、リマインダー
データ106に変更を加えること、リマインダーデータ106をセーブすること、リマインダー
データ106を削除すること、リマインダーデータ106を選択すること、リマインダーデータ
106を編成することなどが可能である。
【００７９】
　図25に図示されるように、（実際のコンタクトデータ88を含む）コンタクトデータ108
が、コンタクトセクション170においてユーザ14に表示される。例えば、"Contacts"タブ1
71が起動されたときに、コンタクトセクション170が表示される。コンタクトデータ108は
、連絡日、連絡形式、連絡理由、連絡注記、連絡コメントなどを含むことができる。加え
て、コンタクトセクション170は、ユーザ14が、コンタクトデータ108を追加すること、コ
ンタクトデータ108に変更を加えること、コンタクトデータ108をセーブすること、コンタ
クトデータ108を削除すること、コンタクトデータ108を選択すること、コンタクトデータ
108を編成することなどを可能にする。図25の実施の形態に示されるように、各々のコン
タクトは、患者Pが連絡された日付、患者Pが連絡された方法、患者Pが連絡された理由及
び注記部分の概要を含む。
【００８０】
　上記のように、ユーザ14は、コンタクトデータ108を追加することが可能である。特に
、"Add Contact"ボタン172（図25を参照）を選択することによって、ユーザは、図26に図
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示されるスクリーンに導かれる。そしてユーザ14は、適切な日付、タイプ、理由及び要約
データを追加して、セーブボタン44を選択する。このように、コンタクトデータ108は、
システム10に追加されることができる。さらに、任意の許可されたユーザ14は、患者Pと
対話するかを決定するために、このコンタクトデータ108を閲覧することができる。セク
ション86は、ユーザ14が、患者Pに連絡するための日付、タイプ及び理由を入力するとこ
ろである。加えて、注記がこのセクション中に配置されることができ、一旦実際のコンタ
クトデータ88がフィールドに適切に記入されると、セーブボタン44が選択されることがで
きる。例えば、図26に示すように、患者装置16が機能していないことが発見されたので、
2006年6月16日に電子メールでの連絡が行われた。注記セクションにおいて、ユーザ14は
、予約しなければならないことを入力した。この注記又はコメントは、ユーザのアクセス
権限レベルに基づいて、任意のユーザ14によってアクセス可能であり、任意のユーザ14に
示されることができる。
【００８１】
　図27は、質問表データ110が患者プロフィールセクション98の質問表セクション174にあ
るシステム10の実施の形態を説明する。質問表データ110は、例えば、"Questionnaire"タ
ブ175を起動させることによって表示される。質問表データ110は、患者Pによって記入さ
れる質問表の概要を含むことができる。新たな質問表が、質問表セクション174中に追加
されることもできる。したがって、質問表データ110は、質問事項、質問回答、質問日付
、質問表タイプ、質問表スコア、質問表ステータス、要約データ、報告データなどを含む
ことができる。加えて、他のセクションに関連して上で述べられたように、質問表セクシ
ョン174は、ユーザ14が、質問表データ110、質問事項、質問回答、質問日付、質問表タイ
プ、質問表スコア、質問表ステータス、要約データ、報告データなどを追加、変更及び/
又は削除することを可能にする。
【００８２】
　質問表データ110は任意の種類の質問事項、検査などを含むことができるが、一つの好
ましい実施の形態において、図27に図示したように、関連する質問表データ110は、睡眠
機能転帰質問表（Functional Outcomes of Sleep Questionnaire：FOSQ）を含む。この実
施例において、質問表データ110は、検査日、検査の名前（すなわちFOSQ検査）、検査に
関する患者Pのスコア、及び、質問表データ110に関する所望の報告を取得するための選択
可能な報告要求ボタン176を含む。
【００８３】
　図28に示すように、質問表データ110は、検査回答ボタン178をクリック又は選択するこ
とによって回答することができる質問のリストを持つ質問表を含むことができる。この質
問リストは、例えば図27の"Add FOSQ"ボタン177を介して新たな質問表を呼び出すことに
よって表示されることができる。一旦全ての適切な質問が所望の検査回答ボタン178を選
択することによって回答されると、セーブボタン44が、質問表データ110をセーブするた
めに選択される。報告要求ボタン176が選択されると、メッセージボックス180がユーザ14
に表示される（図29を参照）。
【００８４】
　特に、メッセージボックス180は、（例えばpdfフォーマットなどで）報告ドキュメント
が生成され、この報告が完全にコンパイルされたときに表示されることをユーザ14に知ら
せる。さらに、この報告は、設定された時間の間ユーザ14が利用可能であり、その後は削
除される。したがって、永続的な記録が望まれる場合、ユーザ14は自身のローカルコンピ
ュータに報告をセーブしなければならない。一旦新たな検査又は質問表（質問表データ11
0）がセーブボタン44を選択することによってセーブされると、質問表が係属中である旨
のメッセージが報告カラム中に表示される。上記のように、このカラムはさらに、適用可
能な場合に"view PDF"ボタンを表示し、このメッセージは、報告がサーバ上で利用可能な
場合にも表示される。"view PDF"ボタンをクリックすると、適切なリーダーで質問表又は
検査が表示される（図30を参照）。
【００８５】
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　図31に図示されるように、注記データ111が、注記セクション179においてユーザ14に表
示される。注記セクション179は、例えば"Notes"タブ181が選択されたときに表示される
。注記セクション179は、ユーザが現在の患者に関するテキスト注記を書くことを可能に
する。注記セクション179は、注記入力ボックス201、追加ボタン203、"Send notificatio
n to Sleep Physician"チェックボックス205及び注記履歴セクション207を含むことがで
きる。図示された例示的な実施の形態において、注記履歴セクション207は、最近の注記
に関する情報の以下の４つのカラムを含む：日付、作成者、注記及び通知先。本発明は、
ユーザ（例えば医師D、臨床医C又はHCPH）が、患者Pごとに無制限の数の注記を作成する
ことができることを意図する。"Send notification to Sleep Physician"チェックボック
ス205を選択することによって、ユーザは、患者の睡眠医師に注記のコピーを送信すると
いう選択肢を持つ。追加ボタン203がクリックされると、注記は通知として患者の医師に
送信される。注記履歴セクション207は、逆時系列順で、すでに作成された全ての注記を
リストする。
【００８６】
　図32及び33は、注記が本発明の原理に従ってどのようにシステム10の様々なユーザに送
信されるかについて示す図解の説明である。図32を最初に参照して、患者P、HCP H又は臨
床医Cがユーザとして注記を入力すると、その注記は自動的にセーブされる。患者が注記
を入力する場合、その注記はさらに、経路209によって示されるように、その患者を監督
することに対して責任あるHCP H及び/又は臨床医Cに送信される。患者、HCP又は臨床医は
、"Send notification to Sleep Physician"チェックボックス205を選択する選択肢を持
つ。このボックスが選択されている場合、注記はまた、破線の経路211によって示される
ように、睡眠医師に自動的に送信される。この注記は、電子メールを介して医師に提供さ
れることができ、又は医師が次にシステム10にアクセスしたときに利用可能である。
【００８７】
　次に図33を参照して、医師Pがユーザとして注記を入力すると、その注記は自動的にセ
ーブされて、さらに経路213によって示されるように、患者並びにHCP及び/又は臨床医に
自動的に送信される。もちろん本発明は、注記が各々の種類のユーザ又は各々の特定のユ
ーザに自動的に又は選択的に送信されることができることも意図する。例えば、誰に注記
が送信されなければならないかをユーザが決定することを可能にするために、ボックスが
提供されることができる。加えて、管理者Aも、同様に注記を送信及び受信することがで
きる。本発明のこれらの特徴は、患者の福利のモニタリングに関与する当事者間の容易な
コミュニケーションを提供する。
【００８８】
　また、患者プロフィールセクション98の下に、履歴セクション182の形の履歴データ112
の表示がある。履歴セクション182は、例えば"History"タブ183が選択されたときに表示
される。履歴データ112は、患者データ80、患者履歴データ、患者インタラクションデー
タ、インタラクション日、ステータスデータ、報告データなどを含むことができる。例え
ば、図34に示すように、特定の患者Pに関連した履歴データ112がユーザ14に示される。こ
の実施例において、履歴データ112は、日付、インタラクションタイプ及び任意の関連す
る報告を含む。先の質問表セクション174のように、ユーザ14が所望の報告様式又は種類
での報告又は報告データを得るために、報告要求ボタン176が選択されることができる。
履歴セクション182の報告機能は、上記の質問表セクション174での報告機能と同様である
。
【００８９】
　患者情報インタフェース12の他の領域は、プロフィールデータスクリーン50である（図
35を参照）。図示された実施の形態において、プロフィールデータスクリーン50は、２つ
の領域、一般情報セクション184及びパスワードセクション186を含む。加えて、ユーザデ
ータ188がユーザ14に表示されるのは、プロフィールデータスクリーン50中である。ユー
ザデータ188は、ユーザ名、名、姓、電子メールアドレス、作業チームデータ、役割デー
タ、施設データ、肩書、グループ診療データ、UPIN番号、住所、電話番号、ファクシミリ
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番号、タイムゾーンなどを含むことができる。そのようなユーザデータ188は、一般情報
セクション184においてユーザ14に表示される。プロフィールデータスクリーン50のパス
ワードセクション186において、ユーザ14が、自身のパスワードデータ38を変更すること
、パスワードデータ38を確認すること、パスワードデータ38をセーブすることなどが可能
である。したがって、ユーザ14は、このセクション50においてシステム10上の自身のアカ
ウントを管理することが可能である。
【００９０】
　上記のように、ユーザ14は、データ取得ボタン122を選択することによって患者装置16
からデータを取得することが可能である（図10を参照）。データ取得ボタン122を選択す
ることによって、図36及び37に図示されるように、ユーザ14はデータ取得領域190に導か
れる。Smartcard 22からデータを取得する場合、例えば、ユーザ14はSmartcard読取り機
の種類をリストから選択しなければならない。このリストは、"serial AM512"、"serial 
Mako Tech"、"USB"及び"PCMCIA"としてラベル付けされる選択可能なラジオボタンを含む
ことができる。加えて、データ取得領域190は、ダウンロードプロセスを開始するための"
Start Download"ボタン192を含む。患者装置16上のカード読取り装置の種類として利用可
能なオプションのみが選択可能である。加えて、"Start Download"ボタン192が選択され
る場合、システム10は、Smartcard22上のデータを評価して、それを現在表示されている
患者Pと比較する。患者データ80又は装置データ114がシステム10のデータベース20中のデ
ータに合致する場合、適切なデータがSmartcard22から取得され、"successful acquisiti
on"（取得成功）メッセージがユーザ14に表示される。患者データ80及び装置データ114が
合致しない場合、図37に示すように、エラー/警告ウィンドウが表示される。図示される
ように、このウィンドウは、ユーザ14にエラーを知らせるために、情報が合致しない旨の
メッセージを表示する。
【００９１】
　図38に示すように、ユーザ14はまた、プログラム領域194において、装置をプログラム
すること、例えばSmartcard 22に処方データを書き込むことができる。この領域は、任意
の適切なスクリーン、例えば図10に示されるスクリーンからアクセスされる。取得データ
領域190に関連して上述されたように、ユーザ14は、最初に、Smartcard 22にデータを提
供するための適切なデバイスモデル又は通信プラットフォームを選択しなければならない
。加えて、プログラム領域194は、Smartcard22にプログラミングする際に装置データ114
及び/又は処方データ102をユーザ14が入力することを可能にするための適切なテキストボ
ックス166を含む。これは、重要な通信性能を示し、システム10から患者装置16への通信
を通してユーザ14が患者Pの治療を管理することを可能にする。これは次に、臨床医C、医
師D及び患者P間の通信及びインタラクションのためのいっそう堅牢かつ効率的なシステム
10を提供する。さらに、システム10は、管理者Aによる適切なアクセス権限を前提として
、ユーザ14が任意の遠隔の患者装置16又は通信装置18をプログラムしてそれらと相互作用
することを可能にする。
【００９２】
　上記のスクリーン及びセクションは、適切なアクセス権及び認可を持つ任意のユーザ14
が利用することができる。しかしながら、ユーザ14に、彼等の職能に基づく限られたデー
タ閲覧又は操作権のみを提供することが望ましい場合がある。例えば、臨床医Cは上に記
載された全ての権利を与えられることができるが、医師Dには限られた集合の権利が与え
られる。他の例では、医師Dは、検索可能な患者リスト（それらのさらなる例は図39及び4
0に示される）、患者プロフィールセクション98（それのさらなる例は図41に示される）
、患者詳細セクション126（それのさらなる例は図42に示される）、装置処方セクション1
32（それのさらなる例は図43に示される）、治療データセクション142（それのさらなる
例は図44に示される）、リマインダーセクション164（それのさらなる例は図45に示され
る）、コンタクトセクション170（それのさらなる例は図46に示される）、質問表セクシ
ョン174（それのさらなる例は図47に示される）、注記セクション111（それのさらなる例
は図48Bに示される）、及び履歴セクション182（それのさらなる例は図48Aに示される）
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を含む、患者データスクリーン48における患者データ80の全機能及び閲覧可能情報にアク
セスすることができる。
【００９３】
　また、上記のように、図49及び50に図示されるように、医師Dはプロフィールデータス
クリーン50にアクセスする。上記のように、プロフィールデータスクリーン50において、
ユーザ14（この場合には医師D）は、自身のユーザデータ188を閲覧及び変更することがで
きる。例えば、ユーザデータ188は、名、姓、肩書、グループ診療、UPIN番号、ユーザ名
、電子メールアドレス、住所、パスワードデータ、作業チームデータ、役割、施設などを
含むことができる。ユーザデータ188中のこの情報の全ては修正可能であり、セーブボタ
ン44を選択することによってセーブされることができる。
【００９４】
　図50に示すように、管理者A、HCP H及び/又は臨床医Cはさらに、患者情報インタフェー
ス12においてシステム10の様々な特徴及び機能にアクセスする。例えば、管理者A、HCP H
及び/又は臨床医Cはさらに、ユーザデータ188を表示するためのプロフィールデータスク
リーン50にアクセスする。プロフィールデータスクリーン50上で、ユーザ14（この場合に
は管理者A、HCP H及び/又は臨床医C）は、自身のユーザデータ188を閲覧及び/又は変更す
ることができ、さらにセーブボタン44を選択することによってそれをセーブすることがで
きる。
【００９５】
　HCP H又は管理者A用に構成される領域は、以下に説明される追加の機能を持つ。特に、
HCP H又は管理者Aは、計算ルールセクション196（図51）、施設セクション198（図52-54
）、リストセクション200（図55-57及び59-62）、ユーザセクション202（図63及び64）、
役割セクション204（図65）、チームセクション206（図66-68）、医師セクション208（図
69-71）、患者割当てセクション210（図72-75）及び来客通知セクション212（図76）にア
クセスすることができる。図51に示されるように、計算ルールセクション196に関して、
この領域は、コンプライアンス計算データ214、AHIデータ216、リークデータ218などを選
択的に表示するように構成される。
【００９６】
　このデータは、この計算ルールセクション196において、変更され、操作され、セーブ
され、設定されることができる。例えば、コンプライアンス計算データ214に関して、ユ
ーザ14（例えば管理者A）は、基礎計算データ、コンプライアンススコアデータ、使用デ
ータなどを入力して、変更して、セーブすることが可能である。特に、図51に示すように
、コンプライアンス計算データ214は、基礎計算のための日数、最小コンプライアンスス
コア（%）及び日あたりの最小時間を含む。加えて、"Enable notification"ボックス220
の形の選択可能ボックスは、システム10がユーザ14（例えば臨床医C、HCP H又は医師D）
へのコンプライアンス通知を使用することを可能にする。これらの通知は、患者Pに関す
る必要とされる臨床上の有効性決定を行うために、ユーザ14によって閲覧され、利用され
ることができる。
【００９７】
　AHIデータ216は、基礎計算データ、平均AHIデータなどを含むことができる。図51に示
すように、AHIデータ216は、基礎計算のための日数、及び毎時単位の平均AHIを含む。加
えて、"Enable notification"ボックス220は、この領域でも利用可能である。リークデー
タ218は、基礎計算データ、平均リークデータなどを含むことができる。図51に示すよう
に、基礎計算のための日数、数分間の平均大リークが表示される。またさらに、上記のよ
うに、"Enable Notification"ボックス220が提供される。一旦全てのデータがユーザ14に
よって入力されて調整されると、セーブボタン44が選択される。
【００９８】
　施設セクション198において、ユーザ14は、編集ボタン130を選択することによって施設
情報を変更することが可能である。施設データ226は、施設情報、施設ロゴ、臨床医ＩＤ
などを含むことができ、そしてこの情報は、選択されたカテゴリ、選択された期間、検索
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カテゴリ、検索用語などに基づいて表示されることができる。したがって、適切な施設は
、そのような検索機能を通して、容易かつ迅速に見つけられることができる。また、"Add
 New"ボタン222を選択することによって、新たな施設又は施設情報が、管理者Aによって
システム10に追加されることができる。
【００９９】
　特に、"Add New"ボタン222を選択することによって、ユーザ14は、施設名、住所、電話
コンタクト情報、ロゴデータ、タイムゾーンなどを含む適切な施設データ226を入力する
ことができる。加えて、特定の臨床医Cを彼らが働く適切な施設に関連づけるために、臨
床医データ228がこの領域に追加されることができる。一旦全ての情報が適切に入力され
ると、セーブボタン44が選択される（図53及び54を参照）。
【０１００】
　リストセクション200において、ユーザ14は、システム10の他のユーザ14のためのリス
トデータ224を作成して、変更して、あるいは操作することが可能である。特に、様々な
ドロップダウンリスト及び他の選択可能なリストデータ224は、リストセクション200で管
理者Aによって管理されることができる。図55-62中に図示された実施例において、ユーザ
14は、保険提供者データ230、睡眠検査室データ232、装置データ114、マスクデータ234、
加湿器データ236、アクセサリデータ238、実コンタクトデータ88、コンタクトデータ108
、コンタクト理由データ240などを伴うリストデータ224を変更することができる。図55に
示すように、保険提供者データ230は、追加、削除、編集などされることができる。図56
は、利用可能なリスト又はリストデータ224に保険提供者を追加するためにユーザによっ
て入力されなければならない保険提供者データ230を図示する。特に、保険提供者データ2
30は、保険名、プラン名、連絡先名、住所、電話コンタクトデータ、電子メールアドレス
、ウェブサイトデータ、マスク交換周期データ及び交換速度データを含む。
【０１０１】
　睡眠検査室データ232は、名前、連絡先名、住所、電話コンタクト情報、電子メール、
ウェブサイトデータなどを含む（図57を参照）。加湿器データ236は、加湿器の説明を含
む（図58を参照）。マスクデータ234は、リストに追加されるマスクの説明を含む（図59
を参照）。アクセサリデータ238は、リストに追加されるアクセサリアイテムの説明を含
む（図60を参照）。図61に示すように、コンタクト理由データ240はリストデータ224とし
て用いるために入力されることができ、そして、図62において、実コンタクトデータ88及
び/又はコンタクトデータ108がリストデータ224として追加されることができる。
【０１０２】
　ユーザセクション202において、ユーザ14は、全てのユーザデータ188を管理することが
できる。したがって、ユーザ14は、ユーザ14を選択して、選択的にユーザ情報を表示して
、ユーザ14を追加して、ユーザデータ188を変更して、ユーザデータ188をセーブなどする
ことが可能である。例えば、ユーザデータ188は、ユーザ名、名、姓、ステータス、ロッ
クステータス、パスワードデータ、肩書、電子メールアドレス、施設データ、作業チーム
データ、役割データ、割当てデータなどを含むことができる。図63に示すように、ユーザ
14は、管理者Aによって選択可能なカテゴリに基づいて表示されることができる。そのよ
うなカテゴリは、アクティブ又は非アクティブユーザ14を含むことができる。加えて、選
択可能な新規追加ボタン222は、管理者Aがシステム10に新たなユーザ14を追加することを
可能にする。例えば、図64に示すように、管理者Aが新たなユーザ14を追加することを望
む場合、ユーザ名、名、姓、ステータス、ロックステータス、パスワードデータ38、肩書
、電子メールアドレス及び施設データが全て入力される。
【０１０３】
　加えて、作業チームデータ242及び役割データ244が、管理者A、HPC H及び/又は臨床医C
に示される。したがって、管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cは、新たなユーザ14を作業チ
ームに割り当てること、並びに新たなユーザ14に適切な役割を割り当てることが可能であ
る。管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cは、特定のユーザ14に関連した全ての作業チームデ
ータ242及び役割データ244を閲覧することができる。一旦適切なデータが入力されると、
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セーブボタン44が選択される。
【０１０４】
　図65は、役割セクション204を図示する。役割セクション204において、役割データ244
は、役割肩書、役割権限データ、割り当てられたユーザデータなどを含むことができる。
したがって、管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cがユーザ14に対して適切な役割を選択した
後で、その役割の複数のユーザ14のように、その役割に関連した権限が表示される。した
がって、管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cは、各々のユーザ14が彼等の役割によってどの
機能を利用可能であるかを迅速に識別することができる。
【０１０５】
　本発明は、臨床医のチームを所与の患者に割り当てる能力を提供する。チームは、複数
の臨床医（又は自宅医療提供者の複数の従業員）が所与の患者に関連したデータを見るこ
とを可能にする。これは、一つの自宅医療提供者の臨床医達が、所与の患者を監督する責
任を共有することを可能にする。チームセクション206は、管理者A、HPC H及び/又は臨床
医Cが、新たなチームを追加して、既存のチームに関する情報を編集することを可能にす
る。したがって、チームセクション206において、作業チームデータ242が提供され、この
作業チームデータ242は、チーム説明、割り当てられた臨床医データ、割り当てられた患
者データなどを含むことができる。また、管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cは、選択的に
チームを表示して、選択的に作業チームデータ242を表示して、チームを追加して、作業
チームデータ242を変更して、作業チームデータ242をセーブするなどすることが可能であ
る。
【０１０６】
　図66に示されるように、作業チームデータ242は、カテゴリ又はチーム名に従って示さ
れることができ、チームの一員である患者Pと同様に、チームの臨床医Cを表示することが
できる。"Add New"ボタン222を選択することによって、管理者A、HPC H及び/又は臨床医C
は、システム10に新たな作業チームデータ242を追加することが可能である。特に、この
図に示されるように、ユーザ14はチーム名及びチーム説明を追加し、そしてそれからセー
ブボタン44を選択する。セーブボタン44を選択することによって、システム10は、チーム
名及びチーム説明が入力されたことを確認する。"Edit"ボタン130（図66を参照）を選択
することによって、図68に図示されるように、管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cは、シス
テム10中にすでに存在する作業チームデータ242を編集することができる。
【０１０７】
　医師セクション208において、ユーザ14若しくは管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cは、
医師Dを選択的に表示し、医師Dを探し、医師Dを削除し、さもなければ医師データ246を操
作することが可能である。図69から分かるように、医師データ246は、選択可能なボック
ス76を使用して追加又は除去されることができ、そして医師データ246は、管理者A、HPC 
H及び/又は臨床医Cに示される。図69の実施の形態において、医師データ246は、姓、名、
UPIN番号、住所、電話番号及びファクシミリ番号を含む。
【０１０８】
　医師セクション208はまた、"Search Physician"ボタン248を含みすなわち表示し、それ
は図70に示されるスクリーンにつながる。ここで、管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cは、
ドロップダウンリスト又はテキスト検索に基づいて、医師D又は医師データ246を捜すこと
が可能である。そのような機能は、管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cが、現在システム10
の一部である医師Dに関する情報を迅速かつ効率的に取得することを可能にする。
【０１０９】
　現在、医師Dは、システム10の一員であってもなくてもよいし、そのような固有の患者
情報管理システム10が存在することに気づいていてもいなくてもよい。したがって、管理
者A、HPC H及び/又は臨床医C、すなわちユーザ14は、医師招待ボタン250（図69を参照）
を選択することができる。医師招待ボタン250を選択することによって、ユーザ14は、図7
1に図示されるスクリーンに導かれる。このスクリーンにおいて、ユーザ14は、医師Dにメ
ッセージを送信することができる。一実施例において、このメッセージは、テキスト、グ
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ラフィカルなロゴ、システム10の使用への招待などを含む内容から成る電子的通信である
。一旦、適切なデータが適切な入力ボックスに配置され、そしてユーザ14が送信ボタン14
0を選択すると、電子メールが医師Dに送信され、システム10に参加するように彼等を招待
する。ユーザ14が、招待として医師Dに送信することを望む任意のテキストを入力するこ
とができ、あるいは、そのようなテキストは、自動的にシステム10によって生成されるこ
とができ、設定された形式及びフォーマットで患者情報インタフェース12によって送信さ
れることができることが構想される。
【０１１０】
　図71Aは、医師Dがシステムへの参加に招待されるプロセスを図示する。この例示的な実
施の形態において、HCPは、経路221によって示されるように、上記のプロセスを用いて医
師に電子メール通信を送信する。電子メール通信は、医師が経路223によって示されるよ
うにシステム10にアクセスすることを可能にするリンクを含む。一旦、医師はシステムに
アクセスして、彼等の情報を入力する。経路225によって示されるように、HCPは医師を探
して、適切な患者又は複数の患者を新たに追加された医師と関連づける。このように、HC
Pは、どの医師が彼等の患者と共にシステムに参加することができるかを制御する。
【０１１１】
　図72を参照すると、患者割当てセクション210は、患者データ80、臨床医データ228、割
当てデータ252などを選択的に表示するように構成される。したがって、患者割当てセク
ション210において、ユーザ14すなわち管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cは、少なくとも
１人の患者Pを臨床医Cに関連づけることができる。図72に示されるように、臨床医データ
228はドロップダウンリストにおいて選択される。次に、図73において分かるように、患
者データ80（又は患者P）が臨床医Cに関連付けられる。最後に、対象臨床医Cの特定の見
出しが選択される（図74を参照）。転送を完了するために、"Transfer Patient"ボタン25
4が選択され、選択された患者Pは次に、選択された臨床医Cに関連付けられる。成功した
場合、転送が正常に行われたとのメッセージがユーザ14に表示される（図75を参照）。
【０１１２】
　来客通知セクション212において、来客データ及び他の同様の情報を含む通知データ256
がユーザ14に選択的に表示される。例えば、通知データ256は、受信データ、ステータス
データ、説明データ、選択データなどを含むことができる。図76において分かるように、
通知データ256は、システム10に対してなされる通信装置18からの呼び出しのログを含む
。呼び出しの時刻は、ステータス説明と共に記録される。ユーザ14が記録された通知デー
タ256をリストに追加又はリストから除去することを可能にするために、選択可能なボッ
クス76が各々のエントリの隣に提供される。
【０１１３】
　患者情報インタフェース12の他の領域は、業務報告スクリーン54である。ユーザ14が報
告データ258を選択的に表示する又はそれに提示することを可能にするのが、この業務報
告スクリーン54である。例えば、報告データ258は、報告タイトル、報告説明データ72、
報告種類78などを含むことができる（図77を参照）。報告の一例、すなわち"Mask Replac
ement Report"が図78に示され、ユーザ14に、期限が切れた又は30日の期間中に期限が切
れるように設定されているマスク（患者装置16）を持つ患者Pのリストを示す。特に、こ
の"Mask Replacement Report"は、名、姓、住所、電話番号、臨床医C名、保険名、プラン
名、期限満了時間、マスク種類、マスク処方日、電子メール情報、償還のための月及びレ
ートを含む報告データ258を表示する。報告データ258は、スプレッドシートアプリケーシ
ョンにエクスポートされることができることも構想される。
【０１１４】
　図79-82に示されるように、ユーザ14即ち管理者A、HPC H及び/又は臨床医Cはさらに、
モデム管理スクリーン56を介して通信装置18と対話することが可能である。特に、モデム
管理スクリーン56は、モデム概要セクション260、モデムリストセクション262及びモデム
設定セクション264を含む。モデム概要セクション260は、作業データ、呼び出しスケジュ
ールデータ、モデム概要データなどを含むモデムデータ266を表示する。モデムリストセ
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クション262は、モデムＩＤ、呼び出しデータ、割当てデータ、最終呼び出しデータ、次
回呼び出しデータ、ステータスデータ、スケジュールデータなどを含むモデムデータ266
を選択的に表示する。加えて、モデム設定セクション264は、呼び出しスケジュールデー
タの形のモデムデータ266を選択的に表示する。
【０１１５】
　図79で分かるように、モデム概要セクション260は、アクティブ及び非アクティブの通
信装置18（即ちモデム）に関するモデムデータ266を含む。この図に示されるように、ユ
ーザ14は、計画によれば、０個のモデムが初期呼び出しスケジュールを持ち、２個のモデ
ムがカスタム呼び出しスケジュールを持ち、０個のモデムが毎日呼び出しを行い、０個の
モデムが毎週呼び出しを行い、０個のモデムが残り１０回未満の呼び出しを持つことを確
認することができる。モデムリストセクション262は、全ての通信装置18（例えばモデム
）のリストを、そのモデムが誰に割り当てられているか、最後の呼び出し、次の呼び出し
、モデムのステータス及びスケジュールと共に提供し、それらは編集されることができる
。モデムデータ266はさらに、モデムのシリアル番号を含むことができる。
【０１１６】
　"Calls Remaining"の下の数は、何らかの警告又は他の指示が管理者A、HPC H及び/又は
臨床医Cに示される前に、通信装置18から行われることができる呼び出し数を表す。この
ように、患者Pは、彼等の通信装置18のための設定された呼び出し数を与えられるか又は
購入することができ、その後、モデム呼び出し"plan"は更新されるか又は調整されなけれ
ばならない。そのような"plan"アプローチは、システム10への及びそこからの通信トラフ
ィックを最小化することを可能にする。より具体的には、例示的な実施の形態において、
モデムは、一定の呼び出し数（例えば60コール）とともに自宅医療提供者に販売され、賃
貸され、与えられ又はさもなければ提供される。一旦これらの６０回の呼び出しが用いら
れると、追加の呼び出しが取得/購入されなければならない。他の実施例において、終生
の、即ち無制限の呼び出し加入が提供されることができる。例えば、前払いの費用が支払
われることができ、そしてユーザは、無制限のアクセスを与えられることができる。なお
更なる実施の形態において、呼び出しはモードに前もって組みこまれておらず、各々の呼
び出しは、例えばクレジットカード又は口座に各々の呼び出しを課金することによって支
払われなければならない。
【０１１７】
　モデム設定セクション264において、ユーザ14は、全ての呼び出しスケジュールデータ
を変更及びセーブすることができる。図81で分かるように、ユーザ14即ち管理者A、HPC H
及び/又は臨床医Cは、患者装置16又は通信装置18がどれくらい頻繁にシステム10と対話及
び通信しなければならないかを設定することができる。このスケジュールは、セーブボタ
ン44を用いてユーザ14によって変更及びセーブされることができる。図82で分かるように
、特定の通信装置18がモデム概要セクション260から選択されると、モデムプロファイル
スクリーン268も利用可能である。モデムプロファイルスクリーン268において、より多く
のモデムデータ266がユーザ14に示される。特に、上で論じられた概要データに加えて、
ユーザ14はさらに、システム10と通信装置18との間のこれまでのコンタクトスケジュール
と同様に、カスタム呼び出しスケジュールを提供される。
【０１１８】
　モデムプロファイルスクリーン268は、モデムＩＤ、呼び出しデータ、割当てデータ、
最後の呼び出しデータ、次の呼び出しデータ、ステータスデータ、スケジュールデータ、
履歴データ、理由データ、例外データ、継続時間データ、ログデータ、変更データなどを
含むモデムデータ266を示す。したがって、ユーザ14は、装置のモデム18が最後に接続を
確立することを試みる通信のステータスと同様に、通信装置18が誰に割り当てられている
かについて確認することができる。カスタム呼び出しスケジュールは、残存する毎日の呼
び出しのためのドロップダウンリスト、残存する隔週呼び出しの回数を表すラベル、セー
ブボタン44及びキャンセルボタンを含むことができる。理由は、「予定された」呼び出し
、「手動の呼び出し」又は（データ転送又はコンテンツにエラーがある場合に用いるため
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の）「例外」呼び出しのような、呼び出し理由を説明することができる。加えて、呼び出
しの継続時間、呼び出しの結果を示すステータスメッセージ及びログデータと同様に、呼
び出しの日時がユーザ14に示される。
【０１１９】
　このように、患者情報インタフェース12は、臨床医C、医師D、HCP H及び管理者Aなどを
含む複数の可能な限りのユーザ14が使用するために提供される。データベース20に記憶さ
れる全てのデータは、患者情報インタフェース12を通して適切なスクリーン及びセクショ
ン中の適切なフィールドに読み込まれる。更に、ユーザ14が患者情報インタフェース12を
通してナビゲートするとき、このデータは動的に読み込まれる。
【０１２０】
　本発明は、システム10が多くの異なる様々なデータストリームを含むことを意図し、そ
れらはこの議論だけのために分類されたデータセットである。これらの「データセット」
は若干のさらなる明確性を提供するためにのみ分類されるが、上述した「データ」のいず
れも、挙げられたデータフィールドだけを含むものとして解釈されてはならない。これら
の「データセット」の間には相当な量のオーバラップがあり、これはシステム10の一つの
重要な機能を表し、すなわち患者情報インタフェース12の任意の部分又はシステム10の任
意の部分にデータを読み込むためにデータフィールドに動的に用いられることができる一
つ以上のリンクされたデータベース20を提供する。したがって、特定の「データセット」
に関連して上で論じられた任意の特定のデータフィールドは、任意の他の「データセット
」に「タグ付けされる」即ち分類されることができる。
【０１２１】
　またさらに、本発明は、システム10及び患者情報インタフェース12が、ユーザ14のアク
セス権限レベルに依存して、データ作成、追加、操作、編集、削除などの量及びフレキシ
ビリティを最大化することを意図する。したがって、上で論じられた任意の特定のデータ
操作機能（又は任意のデータセット中のデータ）は、患者情報インタフェース12の特定の
領域又は任意の特定の機能若しくは「データセット」のみに限られるとして解釈されては
ならない。したがって、システムは、患者情報インタフェース12又はシステム10の他の部
分に用いられるデータを表示し、さもなければ構成するための、動的かつ高度にインタラ
クティブなプラットフォームを提供する。
【０１２２】
　II. 環境及び一般的機能性
  上記のように、システム10は、様々なユーザ14が利用可能な動的な通信及び患者情報管
理プロセスを表す。加えて、患者情報インタフェース12は、ユーザ14のコンピュータにお
いてウェブブラウザ等を介してユーザ14に表示されることができる。ユーザ14は、臨床医
C、医師D、HCP H、管理者A、自宅医療プロバイダスタッフ、睡眠検査室スタッフ、病院ス
タッフ、家族などであることができる。一つの好ましい実施の形態において、ユーザ14は
、HIPAAに管理された環境において働いている。したがって、これらの義務及び責任の厳
守は、ユーザ14の肩にかかっているが、システム10は、特定のガイダンスを提供すること
ができる。
【０１２３】
　ユーザ14がインターネット接続及びシステム10のアカウントを持つ場合、システム10は
、いつでもどこでも用いられることができる。一実施例において、システム10は、Window
s（登録商標） 2000又はWindows XPオペレーティングシステムを実行している顧客又はク
ライアントマシン上で動作するように設計されている。加えて、システム10は、Smartcar
ds 22を利用するための適切なドライバ及びソフトウェアを持つ。システム10及び患者情
報インタフェース12は任意の既存のブラウザ上で動作することが可能であるので、インタ
ーネットエクスプローラ、ファイヤーフォックスなどの従来のブラウザ上で動作すること
ができる。上に論じられるように、一実施例においてシステム10は、表示レイヤ24、ウェ
ブサービスレイヤ26及び通信サービスレイヤ28を含む。各々のユーザ14は、システム10及
びシステム10のこれらの領域に関連した異なる権利及び役割を持つ。任意のデータベース
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又はデータ構造が想定されるが、システム10の一つの実施の形態は、バックエンドデータ
ベース20としてSQL Serverの使用を含む。加えて、システム10は、適切なUSB、PCMCIA及
びシリアル読取り機ドライバを利用する。
【０１２４】
　システム10は、異なる機能グループへ分解されることができる。一実施例において、図
83に見られるように、このグループは、管理者機能270、RT（臨床医）機能272、医師機能
274、RI管理者機能276、報告サービス278、ロギングモジュール280及びサーバ機能282を
含むことができる。加えて、これらのグループ分け270、272、274、276、278、280、282
の各々の一つは、システムサーバ284と通信し、さもなければシステムサーバ284によって
駆動され又はシステムサーバ284によって実現される。
【０１２５】
　上記のようにユーザ14は、システム10の様々な機能を使用するための指定された役割、
アクセス及び権限又は権利を持つ。図84に見られるように、ユーザ14が管理者A又はHCP H
である場合、最大の機能、表示及びデータ権利はこの管理者Aに関連付けられる。上記の
ように、システム10にアクセスする前に、管理者A又はHPC Hは、適切なユーザ名データ36
及びパスワードデータ38を提供することによって認証される。一旦管理者A又はHPC Hがシ
ステムにアクセスすると、彼等は全機能を利用することができる。したがって、管理者A
又はHPC Hは、パスワードデータ38をリセットすること、関連する通知データ66又は通知
データ256を構成すること、コンプライアンスデータ118及びコンプライアンス計算データ
214を決定及び変更すること、ユーザデータ188を追加、変更及び削除すること、ユーザ14
のアカウントを活性化/非活性化すること、作業チームデータ242を追加、変更及び削除す
ること、（データベース20中の動的なリストを構成する）リストデータ224を追加、変更
及び削除すること、患者識別データ64、患者データ80、医師データ246、臨床医データ228
、保険プロバイダデータ230、睡眠検査室データ232、装置データ114、施設データ226、モ
デムデータ266などを追加、変更及び削除すること、通信装置18のための呼び出しスケジ
ュール又はスケジュールデータ116を作成すること、装置18ごとにカスタムスケジュール
データ116を作成すること、通信装置18のプロファイル及び呼び出し履歴データを管理す
ること、システム10に加わるように医師Dを招待すること、必要に応じて患者Pを割り当て
ること、報告データ258を生成すること、来客通知を閲覧して到着を通知すること等のよ
うな機能を実行することができる。このリストは決して網羅的でなく、上でさらに詳細に
述べたように、管理者A又はHCP Hが、患者情報インタフェース12と同様にシステム10を完
全に管理及び構成する能力を持つことが留意されるべきである。
【０１２６】
　同様に、一旦適切なアクセス権限及びアクセスが得られると、臨床医C又はHCP Hは、患
者情報インタフェース12を介してシステム10と対話することが可能である。例えば、図85
は、本発明のシステム10を利用する場合に臨床医C又はHCP Hが利用可能ないくつかの機能
を図示する。例えば、臨床医C又はHCP Hは、装置データ114（例えばSmartcard22上のデー
タ）をダウンロード及びアップロードすることができる。したがって、臨床医C又はHCP H
は、例えばUSB、PCMCIA、シリアル読取り機などを介して、患者装置16によって要求され
る任意のインタラクションと同様に、任意の利用可能な通信装置18又はSmartcard 22を使
用するようにシステム10を構成することができる。適切な設定は、レジストリにおいて臨
床医C又はHCP Hのコンピュータにローカルに記憶される。一旦ユーザ14がSmartcard22か
らデータをダウンロードするための適切な経路を選択すると、システム10は最初に、カー
ド22が読取り機に挿入されていることを確認する。読取り機がそれを検出しない場合、読
取り機/書込み機が検出されなかったことを示すメッセージが表示される。カードが読取
り機/書込み機に挿入されない場合、システムはカードが検出されなかった旨のメッセー
ジを表示し、カード22が不適当に挿入されるか、通信の間にエラーが発生した場合、シス
テムは同様に警告メッセージを表示する。
【０１２７】
　Smartcard22からデータをダウンロードする場合、システムは、装置データ114（すなわ
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ちＩＤ）又はSmartcard22のシリアル番号と同様に、患者識別データ64を確認する。加え
て、システム10は、患者装置16又は通信装置18のＩＤを確認することができる。したがっ
て、システムは、データベース20中の情報と患者データ80、患者識別データ64及び装置デ
ータ114を照合することが可能である。任意のコンポーネントデータ、Smartcard22データ
や、患者装置16、通信装置18、Smartcard22などに関する他の情報は、適宜データベース2
0中の情報から確認されて照合される。一致しない場合、警告がユーザ14に表示される。
【０１２８】
　送信データのバージョン、形式又はフォーマットがシステム10と適合しない場合、適切
なバージョンを示すメッセージがユーザ14に表示される。しかしながら、Smartcard22上
のデータは、記憶されて利用可能なままである。加えて、Smartcard22に含まれるコンプ
ライアンスデータ118は、設定されたプロトコル又はロギング規格に従って解析される。
加えて、システム10は、Smartcard 22が同じ患者Pのために再利用されることができるか
どうかについて検出することが可能であり、もし再利用できない場合、患者データ80及び
装置データ114を適切に修正することができる。
【０１２９】
　したがってシステム10は、患者P、患者装置16及び/又は通信装置18の適切なマッチング
を可能にし、このマッチングは、システムレベルで中央データベース20又は他のコンパイ
ルされたリストを使用して行われることができる。さらに、Smartcard22及び/又は通信装
置18は、患者P及び患者装置16間で利用され及び交換されることができる。例えば、通信
装置18（例えばモデム）は、通信装置18の物理的な再プログラミングを必要とすることな
く、一つの患者装置16から他の患者装置16へと切り替えられることができる。代わり、通
信装置18のシリアル番号は、関連する患者装置16のシリアル番号又はＩＤと同様に、シス
テム10によって変更されることができ、そしてシステム10は、データベース20中の適切な
エントリを更新するためにこの新たなデータを使用する。そしてこの新たなデータは、上
記のマッチングプロセスにおいて用いられる。そのような内部切り替え及びマッチングプ
ロセスは、ハードウェア及び装置の分散並びに割当てプロセスにおけるより高いフレキシ
ビリティ及び効率を提供する。
【０１３０】
　臨床医Cに与えられる機能に関して、このユーザ14はさらに、患者データ80を作成、変
更及び削除すること、患者データ80をインポートすること、並びに患者識別データ64を作
成、変更及び削除することができる。患者識別データ64が患者Pに固有である患者ＩＤ（
例えば英数字の識別子）を含まなければならないことが留意されるべきである。臨床医ユ
ーザ14はこの患者ＩＤを入力することができるが、入力されない場合、システム10は患者
Pに固有の患者ＩＤを割り当てることができる。臨床医Cは、また、質問表データ110を作
成、変更及び削除すること、患者Pのアカウントを活性化又は非活性化すること、リマイ
ンダーデータ68、処方データ102を作成、変更及び削除すること（ユニットデータ、モー
ドデータ、設定、範囲、通信機能及びサポートを適切に識別して患者装置16に割り当てる
こと含む）、マスク、加湿器及び他のアクセサリを含む割り当てられた患者装置16、通信
装置18を支給すること、患者Pリストを変更して患者Pリストとインタラクトすること、通
知データ256を作成、変更、受け取った事を知らせ及び削除すること、そして、報告デー
タ258（例えば、コンプライアンス報告、インタラクション報告、コンタクト報告など）
を作成、変更及びそれらとインタラクトすることができる。
【０１３１】
　上記のように、ユーザ14が医師Dである場合、システム10は限られたセットの機能をこ
のユーザに提供することができる。上記のように、医師Dは、上に述べたのと同じログイ
ンインタフェース34を通して適切にアクセスして参加しなければならない。加えて、医師
Dは、システム10及び患者情報インタフェース12の使用に関与するために、ユーザ14、臨
床医Cなどによって特に招待されていてもされていなくてもよい。医師Dに与えられる機能
の一部は、図86に図示される。
【０１３２】
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　一旦、医師Dがシステム10に登録されて、適切なアクセスが達成されると、医師Dは、処
方データ102を作成、変更及び削除すること、患者Pに関連した注記又はコメント（例えば
関連通知データ66）を作成、変更及び削除すること、患者Pリストを閲覧すること、通知
データ256及び/又は関連通知データ66を閲覧すること、コンプライアンスデータ118及び
関連する報告を作成、変更及び削除すること、ユーザデータ188を作成、変更及び削除す
ることなどを行うことができる。
【０１３３】
　本発明の利点の一つは、医師Dが、その医師の患者が異なるHPC及び/又は臨床医によっ
て監督されているとしても、一つの統合された報告において、その医師に関連する複数の
患者に関する情報を閲覧することができることである。従来のデータ取得システムでは、
一つのHPCに関連するデータに、他のHCPによって又は他のHCPを通してアクセスすること
はできない。したがって、医師は、自分の患者の全てを閲覧するためには、各々のHCPの
データ管理システムに個別にアクセスしなければならない。しかしながら、本発明のデー
タ管理システムを用いることによって、HCPによってアクセスされ、HCPにより排他的に制
御されていないシステムによってデータは維持され、医師は、その患者に関連するHCP又
は臨床医から独立している彼等の患者のデータにアクセスすることができる。
【０１３４】
　関係型及び動的データベース20を備える利点のうちの１つは、最新のタイムリな通知を
ユーザ14に提供することができることである。したがって、システム10は、他のシステム
10の活動と同様に、特定の患者データ80及び使用情報をモニタリングして、適用可能な場
合、通知を送信する。例えば、コンプライアンス通知は、患者装置16の１時間ごとの使用
、患者装置16の使用割合、AHIコンプライアンス、リーク通知、メッセージ通知、通信装
置18通知などに基づいて、ユーザ14に送信されることができる。
【０１３５】
　ユーザ14が患者装置16及び/又はシステム10製造者の顧客サービス代表者である場合、
この代表者は、会社のための新たなアカウントを作成することができる。一実施例におい
て、そのようなアカウントの作成はウェブサービスコールを介して開始されて、アカウン
ト情報はシステム10に入力される。加えて、製造者のシステム又は他の演算システムは、
システム10と通信することができ、これらの結果を達成するためのウェブサービスコマン
ド及び他の同様の通信機能を開始することができることが構想される。この顧客サービス
代表は、また、アカウントを活性化又は非活性化すること、通信装置18を活性化すること
、通信装置18を非活性化すること、パスワードデータ38が失われた場合のアクセスを可能
にすること、通信装置18の発送を開始することなどを行うことができる。
【０１３６】
　システム10の他の重要な機能は、上記のように、報告及び報告データ258の生成及び通
信である。特に、患者情報インタフェース12は、ユーザ14が、データベース20からのデー
タによって生成された概要報告、詳細な報告などを要求することを可能にする。例示的な
実施の形態において、ユーザ（任意のユーザ）は、報告が生成されることを要求すること
ができ、報告サービス278は、報告を生成して、報告が完成したときにユーザに通知する
ために用いられることができる。一実施例において、これらの報告は患者Pと関連してお
り、そして患者Pの特定のデータを閲覧するアクセス権限を持つユーザ14だけが報告を検
索することができる。ユーザ278はさらに、サーバから報告を削除することができる（図8
7を参照）。加えて、これらの報告は、一貫した生成のために、標準ヘッダ、フッタ及び
形式並びにフォーマット情報を持つことができる。
【０１３７】
　図88は、患者データ80、医師データ246、コンプライアンスデータ118、質問表データ11
0、臨床医データ228及び他の関連する情報を含む概要コンプライアンス報告286を図示す
る。加えて、コンプライアンスデータ118は、治療/処方に関する患者Pの使用及びコンプ
ライアンスのグラフィカル表示を含む。例えば、図88で分かるように、コンプライアンス
データ118は、日を示すX軸及び使用時間を示すY軸によってバー形式のグラフで表示され
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ることができる。コンプライアンスデータ118表示はその日の全治療時間であり、グラフ
はさらに、ユニットモードが決定されることができる態様で表示される。同様に、質問表
データ110が、選択された日付範囲に対してグラフィカル形式で示される。この場合には
、X軸が日付を示し、Y軸がトータルスコアを示す。平均検査スコアも、所与の範囲にわた
って提供される。
【０１３８】
　上記のように、任意のコンプライアンスデータ118、質問表データ110、コンプライアン
ス計算データ214、AHIデータ216及びリークデータ218が、患者装置16及び処方された治療
の種類に基づいて作成されるグラフィカル表示としてユーザ14に表示されることができる
。詳細コンプライアンス報告286がさらに、システム10によって生成されることができる
。コンプライアンスデータ118はまた、使用のパターン、使用の時間、血圧傾向、長期イ
ンデックス傾向、いびきインデックス、無呼吸インジケータ、流動制限インデックスリー
クデータ、日々の詳細、イベント、質問表、同期性治療及び他の統計を含むグラフィカル
形式で表示されることができる。これらの統計は、既知の式及びアルゴリズムに基づいて
計算される。ユーザ14はさらに、患者インタラクションを詳細に述べるインタラクション
報告を生成させることができる。さらに、設定された期間までにそれらの期限満了日を超
えた、又は有効期限が切れるように設定されている全てのマスクを表示するマスク交換報
告が生成されることができる。
【０１３９】
　III.ネットワーク及び通信機能
  上記のように、システム10は、データの動的な入出力を達成するために、様々なネット
ワーク、通信リンク及びプロトコルを通じて実現されることができる。したがって、本発
明は、患者情報管理に用いられる通信システム288をさらに目的とする。通信システム288
は、患者データ80、医師データ246、ヘルスケアプロバイダデータ、装置データ114、医療
データ、健康データ、症状データ、識別データ、管理者データなどによって占有される複
数のデータフィールドを含む上述した中央データベース20を含む。特に、様々なデータポ
イント及び上記のデータフィールドの全て又は一部は、データベース20中で追加、変更及
び削除されることができる。加えて、一セットのプログラム命令が、通信システム288に
おける一つ以上の患者装置16間の（通信装置18を介した）データ通信を促進するように構
成される。特に、通信装置18は、通信システム288への及びその中での患者装置16からの
データの電気的通信を可能にする結線によるモデム、無線モデム又は任意の他の装置であ
ることができる。
【０１４０】
　本発明は、通信装置18が、モデムのようなスタンドアロン装置であっても、圧力サポー
トシステム、ベンチレータ又は他の医療装置のような他の装置に一体化されていても、モ
デムのステータスを示す情報を表示又は提供することを意図する。この情報は、視覚的形
式で表示されることができ、聞こえるように提示されることができ、又はそれらの任意の
組み合わせで示されることができる。図89は、通信装置によって表示されることができる
アイコンの様々な例及びそれらに関連付けられた意味を図示する。
【０１４１】
　図90で分かるように、本発明は、患者装置16からネットワーク290を通じた患者管理シ
ステム10へのデータの安全な送信を促進する方法をさらに目的とする。この方法は、上記
のように、通信システム288を通じて実現される。したがって、患者装置16と通信装置18
との間の通信が可能にされ、通信装置18は患者管理システムサーバ292にデータを送信す
る。この送信はネットワーク290を通じて行われ、このネットワーク290はバーチャルプラ
イベートネットワーク、インターネット、無線ローカルエリアネットワーク、無線広域ネ
ットワーク、Wi-Fiネットワークなどであることができる。
【０１４２】
　患者装置16及び通信装置18は、共通の装置（例えば、その装置の回路に組み込まれたモ
デムのような集積通信機能を有する圧力サポートシステム）中に統合されることができる



(36) JP 5580048 B2 2014.8.27

10

20

30

40

50

ことが留意されるべきである。本発明はまた、患者装置16はオプションであり、データは
、コンピュータに備えられたモデムのような通信装置18を介してシステムへ及びシステム
から提供されることができることを意図する。データ送信が無線形式である場合、通信装
置18は、インターネットサービスプロバイダ（ISP）サーバ296へと無線キャリア294上で
データを送信する。そしてISPサーバ296は、データベース20における記憶のために、ネッ
トワーク290を通して患者管理システムサーバ292に情報及びデータを送信する。一般的に
、結線による通信リンク302が、ISPサーバをネットワーク290に接続する。但し、無線接
続も意図される。記憶装置（例えば、Smartcard22）が中間サーバ298に伝達されるデータ
を含むことも構想される。それからこのデータは、中間サーバ298からネットワーク290を
通して患者管理システムサーバ292へと送信される。例えば、中間サーバ298は、ヘルスケ
アプロバイダ、病院、施設、臨床医作業ステーションなどに拠点を置くサーバであること
ができる。
【０１４３】
　結線による情報及びデータは、適切な通信装置18から電話線300を通じてISPサーバ296
まで送信されることができ、そしてISPサーバは、上で論じられた患者管理システムサー
バ292との通信のためのプロトコルと同じプロトコルに従う。結線による通信と同様に無
線通信が確保される。例えば、セキュアな通信は、暗号プロトコル、Secure Sockets Lay
erプロトコル、Transport Socket Securityプロトコルなどに従って実行されることがで
きる。
【０１４４】
　更なるセキュリティを通信システム288における通信に提供するために、更なる中間サ
ーバ及び前線サーバ（例えばウェブサーバ304、遠隔データ取得サーバ（RDAS）306、及び
ビジネスユニットサーバ308）が用いられることができる。ウェブサーバ304は、上記のシ
ステム10を駆動して実現するために用いられ、遠隔データ取得サーバ306は、システム10
と患者装置16（又は通信装置18）との間の安全な送信を達成するために用いられ、そして
ビジネスユニットサーバ308は、システム10と関連している他の業務態様及び情報に関す
る適切なデータを提供するために用いられる。加えて、適切かつ安全なファイアウォール
310が、ネットワーク290上でのシステム10及び通信システム288における全ての通信をさ
らに守るために用いられることができる。
【０１４５】
　本発明の他の態様において、システム10へのネットワーク290上での通信は、専用の電
話番号（例えば、「1-800番」）で容易にされるような専用回線を通じて行われることが
できる。通信装置18からの全ての呼び出しがこの一つの安全かつ専用の回線によって導か
れるので、患者P、患者装置16及び通信装置18を照合するプロセスは、効率的かつ正確で
ある。例えば、通信装置18が他の患者P又は患者装置16へと割り当てられ即ち切り替えら
れるべきであることが決定された場合、その切り替えは、専用回線を通したシステムへの
次の呼び出しの間に行われて、システム10によって検出されることができる。内部データ
ベース20を用いて、システム10は、この通信回線上の新たな装置データを容易に分析、変
更及び/又は照合することができる。加えて、システム10は、上記のマッチングプロセス
を用いて専用回線上の受信データ及びデータベース20中のデータに基づく適切な安全対策
を実現することができる。
【０１４６】
　患者又はサイト特有のパラメータによって構成されることを必要とする一部の既存の通
信装置と異なり、システム10によって使用される通信装置18は、エンドユーザによるその
ような構成を要求しない。全ての通信関連パラメータ（電話番号、ダイヤルプレフィック
ス、サーバアドレスなど）は、所与のタイプの通信装置に対して同一であり、そして通信
装置は、患者識別子を持たない。エンドユーザが患者管理サーバ内で治療装置及び通信装
置に対して患者を適切に照合したならば、エンドユーザが通信装置を一つの患者治療装置
から他の患者治療装置へと移動させても、システムは動作することが可能である。
【０１４７】
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　セキュリティのさらなる階層を追加するために、通信システム288は、ハンドシェイク
プロトコルを利用することができる。具体的には、通信装置18は、（中間サーバを通して
又は通さずに）患者管理システムサーバ292とのコンタクトを開始し、そしてこの通信は
、患者管理サーバ292と通信する遠隔データ取得サーバ306を通して認証される。特に、こ
れらの通信は、チャレンジプロトコルを受け、それに従って実行される。このチャレンジ
プロトコルは、患者装置16、通信装置18などにチャレンジアルゴリズムを予め提供し、患
者管理システムサーバ292から通信装置18へとキーを送信し、チャレンジアルゴリズムに
従って患者装置16及び/又は通信装置18によってこのキーを処理して、それによって応答
キーを取得し、そして通信装置18から患者管理システムサーバ292へと応答キーを送信す
ることを含む。一実施例において、このアルゴリズムは、患者装置16及び/又は通信装置1
8に送信される又はそれらに予め記憶される数式であることができる。このアルゴリズム
は、キー（例えば番号）を取得して、数式をこの番号に適用して、応答キー即ち番号を返
す。例えばこのアルゴリズムは、3X2 + 10である。送信されるキーが5である場合には、
応答キーは85となる。患者管理システムサーバ292は、番号「85」が受信される場合にの
み通信が継続することを保証する。
【０１４８】
　取得される応答キーが正しい場合、更なる秘密通信が患者管理システムサーバ292と通
信装置18との間に確立される。しかしながら、応答キーが誤っている場合、システム10は
、患者管理システムサーバ292と通信装置18との間の通信リンクを閉じること、通信装置1
8による再試行を要求すること、患者管理システムサーバ292から通信装置18へと次のキー
を送信すること、及び/又はユーザ14のために患者管理システムサーバ292によって通知を
生成することができる。ユーザ14は、この実施の形態において、通信リンクを確立するこ
とを試みるユーザのような任意のユーザ（図1のD, A, HCP, C）であることができる。
【０１４９】
　一実施例において、フォーマットは、解析可能な英数字の列であり、応答キーはこの文
字列に埋め込まれ、何らかの形でこの文字列と関連している。上記の例において、応答キ
ーが「85」である場合、このキーは、文字列「0CR83BX65」として、患者管理システムサ
ーバ292に送信されることができる。この場合において、文字列が解析され、第１、第４
及び第９番目の位置の値が読み出されて、「085」即ち正しい応答キーを構成するように
結合される。
【０１５０】
　加えて、このチャレンジプロトコルは、患者装置16、通信装置18などに応答キーフォー
マットを予め提供し、そして通信装置18から患者管理システムサーバ292へと、この応答
キーフォーマットで応答キーを送信することを含むことができる。したがって、応答キー
フォーマットが正しい場合、システム10は、患者管理システムサーバ292と通信装置18と
の間のさらに安全な通信を確立する。しかしながら、応答キーフォーマットが誤っている
場合、リンクを閉じる、再試行を要求する、次のキーを送信する、通知を生成するなどを
含む上述のオプションが利用可能である。
【０１５１】
　上記のように、この通信システム288は、患者装置16とシステム10との間で往復でデー
タを送信するために用いられることができる。例えば、このデータは、患者管理システム
サーバ292によって通信装置18に送信されることができ、そしてこの送信されたデータは
次いで患者装置16に伝えられる。例えば、そのような装置は、処方データ102等であるこ
とができる。加えて、この送信されるデータは、患者装置の設定を変更するために用いら
れるプログラミングデータを含むことができる。さらに、通信装置18による及び通信装置
18への通信は、患者Pに装置16, 18のステータスについての何らかの視覚的表示を提供す
ることができる。通信システム288中のシステム10において発生する全ての活動は、記録
されることができ、特定のユーザ14又はシステム10, 288の装置若しくはコンポーネント
に関連付けられることができる。
【０１５２】
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　図91は、通信を守るのに用いられる中央通信「ボトルネック」としてRDAS 306を使用す
る通信システム288の一つの好ましい実施の形態を図示する。したがって、通信システム2
88は、遠隔TCP/IPモデム、TCP/IP Smartcard読取り/書込み機などを用いて秘密通信の管
理を可能にする。通信システム288は、遠隔装置からのコンプライアンス、治療及びエラ
ー情報の検索を可能にして、そしてこれらの同じ遠隔装置に構成変更を送信する。上述し
た認証及びチャレンジプロトコルは、通信システム288の全体を通じて、例えばISPサーバ
296と通信するRadiusサーバ312において行われることができる（図89を参照）。通信シス
テム288は、患者Pが適切なサービスに支払いをしたかを決定するため、及びデータ記憶場
所のために任意の特定の指示が要求されているかを決定するためにアクセスを試みる際に
、通信装置18のＩＤを提供する。
【０１５３】
　一実施例において、遠隔データ取得サーバ306は、各々の患者装置16を識別し、通信装
置18が患者装置16の代わりに通信プロキシとして動作している。したがって、現在の装置
の形式を決定するため、及びダウンロードされたデータの各々のセットがどこに記憶され
る予定であるかを決定するために必要なデータは、ウェブサーバ304、遠隔データ取得サ
ーバ306又はビジネスユニットサーバ308のいずれかによらずそれらを通して提供される。
通信システム288は、患者識別データ64と同様に、アクティブな通信装置18の検索を可能
にする。いずれの場合にも、接続が継続されるべきか終了されるべきか、そして患者Pと
患者装置16及び/又は通信装置18とが適切に対応しているかを決定するのは、遠隔データ
取得サーバ306である。遠隔データ取得サーバ306は、また、装置機能を決定すること、ロ
グを要求すること、モデムデータを解析すること、構成変更を指示すること、ユーザ及び
送信データを認証すること、Smartcard22データをダウンロードすること、このSmartcard
22データを解析すること、患者データ80及び装置データ114を記憶すること、通信装置18
呼び出し履歴を記憶することなどを行うことができる。したがって、通信システム288は
、患者装置16、通信装置18及びシステム10の他のコンポーネント間の全ての適切なデータ
の送信のための安全かつネットワーク化された環境を提供する。
【０１５４】
　このようにして、本発明は、システム10、並びに、患者P情報の効果的な使用及び管理
を可能にする通信システム288を提供する。患者情報インタフェース12の全機能を用いて
、任意のユーザ14は、彼等の職務をより適切に実行するために必要とされる全ての機能に
関与することが可能である。データ構造及びプロトコルは、システム10の全体にわたるフ
ィールドの動的なデータ読み込みを可能にし、全てのリアルタイムかつ最新の情報が、シ
ステム10内での彼等のアクセス権限レベル及び役割に従って各々のユーザ14に提供される
。したがって、本発明は、全てのユーザ14と患者装置16との間の通信を容易にするための
堅牢かつ安全な通信プラットフォーム及びインフラストラクチャを提供する患者情報管理
のためのコンピュータ実行方法及びシステム10を提供する。加えて、本発明の方法及びシ
ステム10は、患者P及び/又は患者装置16をモニタリングし、分析し、そして患者P及び/又
は患者装置16と通信するための、臨床医C、医師D、HCP H、管理人A等へのシンプルだが動
的なインタフェースを提供する。またさらに、本システムは、向上しかつ効率的なコンプ
ライアンスモニタリング、リマインダー機能、通知、患者データ80及び情報管理並びに他
の追加の機能を提供し、そららは、ユーザ/患者応答性を改善しつつ、患者情報インタフ
ェース12を介してインタラクティブであるユーザ14の体験を改良し、向上したヘルスケア
及び効能システムをもたらす。
【０１５５】
　図92は、本発明の原理による、モデムアクセサリ（通信装置18）が販売され、出荷され
、サービス提供され、患者データ管理システム10を呼び出すために用いられる際の方法の
他の説明を提供する。この図は、患者治療装置16からシステム10へとデータを供給する安
全かつ単純な方法を提供するために、これらの動作の各々がシステム中でどのように連携
するのかを示す。
【０１５６】
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　出荷350は、360に示されるように、目的とする宛先（例えばHCP）にモデムを供給する
人物又はプロセスである。モデムが出荷されると、（一般的に患者装置16及び/又は通信
装置18の製造者でもある）モデムプロバイダの出荷追跡システム（例えばSAPシステム）
は、RDASシステム306に達するために必要とされる認証情報でRadiusサーバ312にデータを
読み込むステップにおいてルーチンを呼び出す。Radiusサーバ312は、ISP用の認証サーバ
である。この認証情報は、モデムが出荷されるときに、ユーザ名及びログインによって占
有される。モデムプロバイダの追跡システムはさらに、HCPがそのモデムにまだ割り当て
られていないことを示すグローバルモデムリスト356中にエントリを設定する（HCPがその
モデムを利用する処方を入力するときに、モデムへのHCPの割当てが発生する）。グロー
バルモデムリスト362は、任意の個々のHCPデータの外部であり、RDASシステム306がすば
やくモデムとHCPとの間の関係を検出して特定することを可能にする。グローバルモデム
リストは、例えば、データベース20中に含まれる。このリストは、スーパーアドミニスト
レータAによってアクセスされることができるが、患者、臨床医、医師又はHCPは通常はア
クセスすることができない。しかしながら、HCP/臨床医は、それらの監督の下で通信装置
と関連しているモデムを閲覧することができる。
【０１５７】
　システムアカウント358を作成することは、データベース顧客サービス代表（Customer 
Service Representative: CSR）352によって完了される。典型的な体制では、CSR352は、
システム10を維持することに対して責任ある会社（例えば患者装置及び/又は通信装置製
造者）の従業員である。アカウントが作成されると、システムは、アカウントに登録され
るユーザ（例えばHCP）に例えば電子メールを介してユーザ名及びパスワードを提供する
。この情報は、上で述べられたようにシステムにアクセスするために用いられる。
【０１５８】
　HCP354は、患者にモデム（通信装置18）を発送するユーザである。HCPは、患者治療装
置16、モデム18及びHCPを結びつける処方364を作成する。患者処方が入力されると、ユー
ザは、治療装置のための処方情報、治療装置のシリアル番号及びモデムにある認証番号を
入力する。この例では、治療装置は患者装置16に対応し、そしてモデムは通信装置18に対
応する。認証番号を生成するための技術は上で論じられた。一旦処方がセーブされると、
グローバルモデムリスト356はそのモデムのHCP情報を含むように更新される（出荷時には
その会社は知られていなかったので、それ以前はエントリは空である）。
【０１５９】
　治療装置16/通信装置18は、呼び出して(366)、Radiusサーバ312によって認証される(36
8)。一旦Radiusサーバで認証されると、モデムはRDASサーバ306に接続する。モデムは、
既知のプロトコルを通してRDAS306と通信する。識別メッセージは、治療/患者装置16に接
続される患者と同様に（処方が入力されたときに更新された）モデムを所有するHCPを（
処方時に入力される治療装置シリアル番号を介して）システムが識別することを可能にす
るのに十分な情報を伴って、モデムによって生成され、RDASシステムに送信される。ステ
ップ370中に、システムは、モデムに接続されている治療/患者装置シリアル番号が認証番
号に一致するかどうかを決定する。一致する場合、次にシステムは、その治療装置を有効
な装置であるとして認識する。
【０１６０】
　モデムに接続されている治療/患者装置シリアル番号が処方作成ステップ364で生成され
る処方と同じでない場合、モデム（通信装置18）と治療装置（患者装置16）との相関が誤
っていることがHCPに通知される。その場合、HCPは、問題を修復するために処方を修正す
ることを求められる。
【０１６１】
　本発明は、個々のモデムは修復されないことを意図する。一旦モデムが取り替えられる
ことになると、サービス技術者370はRadiusサーバ312からモデムエントリを除去して、グ
ローバルモデムリスト356からモデム情報を除去するツールを使用する。その場合、新た
なモデムが出荷されることができ、その後、新たなモデムを患者まで追跡するために、上
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で論じられたプロセスが行われる。
【０１６２】
　本発明が、現在最も実用的で好ましい実施の形態であると考えられるものに基づいて説
明するために詳細に記述されたが、そのような詳細は単に説明のみを目的としたものであ
り、本発明は開示された実施の形態には限定されず、逆に、添付の請求の範囲の精神及び
範囲内である修正及び均等物を包含することが意図されていることが理解されるべきであ
る。例えば、本発明は、可能な限り、任意の実施の形態の一つ以上の特徴が任意の他の実
施の形態の一つ以上の特徴と組み合わせられることができることを意図することが理解さ
れるべきである。
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